
2022年度活動報告
2022年4月～2023年3月

ホーチミン日本商工会議所

メコンの風
Mekong no Kaze

▲ Return Next ▼ Print▲ 目次へ戻る ▼

2023年8月発行

会頭ご挨拶  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  2

在ホーチミン日本国総領事ご挨拶  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  3

JETROホーチミン事務所所長ご挨拶  •   •   •   •   •   •   •   •  3

2022年度第29回総会  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  12

　①事業・生活環境の改善  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  13

　②日本人社会への協力  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  17

　③ベトナム社会への貢献と交流促進  •   •   •   •   •   •   •   •  20

　④学び  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  22

　⑤協力と交流  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  24

　⑥日越外交関係樹立50周年事業  •   •   •   •   •   •   •   •   •  26

委員会別活動報告  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  27

部会別活動報告  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  31

データでみるJCCH  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  36

JCCHニュースフラッシュ  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  38

事務局主要活動実績表  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  40

役員・委員一覧  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  46

部会理事一覧  •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •   •  49

1

【 発行者 】

ホーチミン日本商工会議所（JCCH）

【 2022年度会頭 】　水嶋 恒三

【 制作 】　JCCH広報委員会

【 デザイン 】　田中 可奈子

【 発行日 】　2023年8月

地下鉄の開業が待ち望まれているレロイ通り。入口の上部に

は、日越外交関係樹立50周年記念ロゴが掲載されており、日

本とベトナムの友好関係の象徴となっています。地下鉄の開

業に伴い、交通環境の良化も期待されています。

またホーチミン市では、高層ビルが立ち並び都市化が進んで

います。観光客増加施策にも取り組み、新型コロナウイルス発

生前の賑やかさを取り戻しつつあります。

表紙の言葉
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ところです。今後こういった共通の課題は更に増

える事が予想され、従い各国商工会議所との連

携による政府への対応・要望は益々重要になっ

てゆくと考えております。

コロナ禍により実施困難であった社会貢献活動

も、実際に現地へ赴き積極的に行う事ができま

した。日本語を学ぶ学生さんとの交流、生活面で

困難な状況にある児童などへの学習教材・生活

用品の提供等を通じた支援活動、また２０２３年

２月にはバリアブンタウ省の海岸清掃などを実施

し、日本人のみならず多くのベトナム人社員の皆

様にもご参加頂きました。

　ご高承の通り、２０２３年は日本とベトナムの外

交関係樹立５０年目の節目の年となります。この

「日越外交関係樹立５０周年」の祝賀の年を祝う

ため、「５０周年記念事業（特別）委員会」を設置、

同委員会が中心となり現在各種イベントの企画

を進めております。日本人のみならず多くのベト

ナム人、その他諸外国の皆様にも喜んで参加頂

けるような企画が盛りだくさんですので、是非楽

しみにして頂ければと思います。

　また、５０周年の記念ロゴを活用し、各企業の皆

様にご協力頂き既成商品や名刺などに印刷する

など、目にされる機会もこれからどんどん増えて

ゆくと思います。更にベトナム日本商工会議所

（JCCI）と共同で「日越友好ソングコンテスト」を

実施し友好ソングを決定、今後あらゆる機会を通

じて露出して参りますので、お耳にされる機会も

あるかと思います。是非この祝賀の年を会員の

皆様にもお祝い頂ければ誠に幸いです。

　最後になりますが、これまでと同様、力強いご

支援を頂いた在ホーチミン日本国総領事館、

JETROの皆様に厚く御礼申し上げます。また、

積極的な活動を継続頂いた部会理事、実行委員

長ならびに委員の方々、支えて下さった会員企

業の皆様、事務局スタッフの皆様に御礼申し上げ

ます。

　来るべき２０２３年度が、会員企業の皆様にとり

更なる飛躍の年となること、日越の関係が更に

深まる年となることを願っています。

　２０２１年１０月以降、ベトナム政府が「ウイズコ

ロナ政策」へと舵を切った事により、２０２２年度

のベトナムの実質経済成長率は８％と急速に回

復致しました。商工会議所の活動も、多くの困難

に直面した２０２１年度と比べ、引き続きコロナ対

策は維持しつつも総会の開催をはじめ月々の執

行役員会、理事会等ほぼ正常に開催、運営する事

ができたと思っております。また、対外的な活動

につきましても積極的に行う事ができました。

　例えば、過去２年間開催ができていなかった新

規赴任者・新規入会企業の皆様と既存会員の皆

様を繋ぐ「企業交流会」を２回、１２月には懇親ゴ

ルフ大会、また２０２３年１月には３年ぶりの新年

会も開催する事ができました。各イベントには多

くの皆様が参加され、久しぶりのイベントを満喫

されると共に、会員企業間の交流も進んだので

はないかと思っております。

　また、会頭に就任した際に掲げました「More 

For Vietnam～ベトナム社会との共生・共創を

目指して」というスローガンの下、ベトナム政府と

の関係強化を目的とし、関連省庁への接触を積

極的に図りました。ホーチミン市をはじめ、ビン

ズン省、ドンナイ省、ロンアン省、バリアブンタウ

省の各省人民委員会、当局と対話集会やFDI会

合を実施、会員企業の皆様が直面しておられる

課題を説明、解決に向けて議論を重ねて参りま

した。

　また、関係当局との意思疎通の更なる円滑化に

向け、別途懇親する機会等も積極的に設定し実

施致しました。これらの活動を通じ、一部の課題

については良い方向に向かっておりますが、積み

残した課題もあり、これらについては引き続き辛

抱強く協議を重ねてゆく事が重要と思っており

ます。

　また、日本企業のみならず、他国企業も同じく

直面している課題も散見され、この解決に向けて

は各国の在越商工会議所との連携が不可欠と考

え、韓国商工会議所、台湾商工会、ドイツ商工会

議所、英国商工会議所、米国商工会議所とも会

合などを通じて課題の共通、協議を進めている

～ More For Vietnam ～
２０２２年度を振り返って

ご挨拶

ホーチミン日本商工会議所
会頭 水嶋 恒三
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周年に向け昨年春より日本側で実行委員会が立ち

上がり、JCCHでも「５０周年特別委員会」を立ち上

げて頂きました。JCCH会員企業の皆様には、５０

周年を一緒にお祝いしようと気運を盛り上げてい

ただき、色々な祝賀行事・イベントを企画・実施して

頂いていることを大変ありがたく思います。

　２月２５～２６日にホーチミン市内で行われた「第

８回ジャパンベトナムフェスティバル」は、初めてホ

ーチミン市も主催者として参加し、フェスティバル

のプログラムにおいて欠かせないJCCH主催の日

越交流盆踊り大会も大変好評でした。

　お陰様で２日間で約４８万人というこれまでの最

高を記録し、５０周年の祝賀のキックオフとして盛

会なイベントになったと伺っております。５０周年の

テーマの「手と手をとって未来へ世界へ」にあると

おり、今年が両国の次なる５０年を展望する素晴ら

しい５０周年の年になりますよう、皆様の引き続き

のご協力をよろしくお願い致します。

　最後になりますが、JCCHは日系企業の団体であ

ると同時にホーチミン市を含む南部ベトナムにおい

て日本コミュニティーを代表する存在です。JCCH

の益々の発展をお祈り申し上げますと共に、日本と

南部ベトナム地域との友好と協力の強化のため、こ

れまで同様ご協力賜りますようよろしくお願い致し

ます。

　皆さんこんにちは。２０２３年４月に在ホーチミン

日本国総領事として着任した小野益央です。

　昨年２０２２年はホーチミン市を含むベトナムでは

“ポストコロナ”で力強い回復を見せた年であった

と思います。ホーチミン市内も観光客が日増しに増

加し、現在では私もよく知るコロナ禍前の活気あふ

れるホーチミン市に戻っていると思います。

　日本との間でも昨年春から人の往来が再開し、コ

ロナ禍で止まっていた日系企業関係者のベトナム

訪問も再開していると伺っています。現在JCCHの

会員企業数も伸びつつあり、コロナ禍を経ても経

済・ビジネスの拠点としてのベトナムの重要性・魅

力は堅調であることを肌で感じます。

　JCCHにおいてもコロナ禍前のように、社会貢献

活動、セミナー等の他、チャリティー･スポーツ大

会、懇親ゴルフ大会、新年会等大勢の方々が参加さ

れるイベントが活発に行われていると伺い、大変嬉

しく思います。特に、昨年１０月に行われたチャリテ

ィー・スポーツ大会は、各日系企業のベトナム人ス

タッフの方々も参加されて日越双方が一緒に汗を

流し、楽しい時間を過ごすことができた素晴らしい

イベントであったと聞き及んでおり、今年のスポー

ツ大会にも期待を寄せておりますところです。

　２０２３年は日越外交関係樹立５０周年という両

国にとり大きな祝賀の年を迎えています。この５０

在ホーチミン日本国総領事館
総領事 小野 益央

コロナ禍を超えて活発化する日越の関係
日越外交関係樹立５０周年は大きな祝賀

ご挨拶

ル等の商工会議所が一堂に会し講演を行いました

が、終了後の名刺交換ではJCCHがもっとも最後

まで残らされる（？）ことになったことからも、日本

企業への期待の高さが見て取れました。

　また、１０月に行われたVietnam Innovation 

Summitでは日本企業の持つ高い技術力につい

て説明致しましたが、ベトナム側からは高い付加価

値を持つ裾野産業育成に関する協力に期待が寄せ

られました。

　他方、先述の実態調査では人件費の高騰に加え、

行政手続きの煩雑さや法制度の未整備・不透明な

運用、コンプライアンスの欠如など、日本企業のベ

トナムにおける新規投資・事業継続の機会を失い

かねない課題も指摘されており、引き続き各省人

民委員会とのラウンドテーブルや商工省等との意

見交換の場を通じ、課題の解決に向けて働きかけ

ていきたいと存じます。

　２０２２年は前年のロックダウンからの回復が大

きなテーマでしたが、終わってみればGDPが前年

比約８％の高成長となりました。コロナ期間中のリ

バウンドもあり、人の交流も活発化し、日本におけ

るベトナムへの関心は日に日に増していると感じ

ます。

　JETROが行った２０２２年度海外進出日系企業

実態調査では今後１～２年の事業展開を「拡大」と

回答した企業が２年連続でASEAN１位となり、昨

今のチャイナプラスワンを背景としたグローバル・

サプライチェーン多元化の動きを受けてベトナムへ

の投資も増えました。

　このような日本企業の動きにはベトナム政府やメ

ディアも敏感であり、様々な場でJCCHに対して

意見交換やインタビューのオファーが絶えませんで

した。９月に行われたInvestment Support 

Forumでは日本をはじめ韓国、米国、シンガポー

JETRO ホーチミン事務所
所長 松本 暢之

注目されるベトナムの日系企業
課題の解決に向けて働きかける

ご挨拶
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　ベトナム国家大学ホーチミン市校人文社会

科学大学は、ベトナム南部における最高峰の

文系総合大学の一つで、ベトナムで初めて日

本学部を設立しました。その授業内容は日

本語をはじめ日本の歴史、文学、政治、経

済、外交、社会、地理……と幅広く、1～4年

生の約900人が学んでいます。

　学部長のヒエン博士は高校時代に日本に

留学した同大学の卒業生です。日本人とベ

トナム人とのコミュニケーションについて、

「お互いの文化を知り、そこから一歩前に出

る」ことが大事と語ります。

「積極的に声をかけてください。話題はベト

ナム料理などが手軽ですね。食べられない

野菜がある、そんな内容でも構いません」

　一緒にカフェに行くのもお勧めです。美味

しいカフェを紹介してもらったり、こちらか

ら誘ったり。ベトナム人は週末の外出が好

きなので、「休みは家にいたいと思っても、

たまには一緒に出かけてみては？」と提案

します。

　家族を大切にするのがベトナム人の特徴

です。特に親を大切に思い、親の言うこと

を良く聞きます。ですから、日本人の上司

がベトナム人の実家に遊びに行くと、親が

喜び、その親を見て部下は上司に感謝す

る。そんな機会も持ちたいものです。

　ベトナム人に好意を持たれる方法は、ベト

ナム語を話すことだそうです。ただ、発音が

悪いと「えっ、えっ」としかめ面で聞き返さ

れることもありますが……。

「悪気はなくて、表情が豊かなだけです。気

にしないで、もう一度言えばいいのです」

　逆にベトナム人に失礼となる言葉や仕草

はあるでしょうか。例えば、日本人

男性の先輩が後輩の頭を軽く叩い

て、「バッカ野郎」などと言うこと

です。当人たちにはジョークでも、

ベトナムにはこうした習慣はあり

ません。「バカ」と言うのはもちろ

ん失礼ですし、頭の上には両親が

乗っていると考えられています。

親しい間柄であっても注意しまし

ょう。

　ベトナムでは転職が珍しくなく、

離職率は日本より高い。辞める理

由には給料や待遇への不満が多い

ようですが、ヒエン博士は一番の

理由は人間関係と言います。ある

程度給与が低くても、職場での人

間関係が良好なら辞めないそうで

す。

　退職を防ぐ一つの方法は社内で

のキャリアアップを明確にするこ

と。どのようなステップで職位が

上がるのかを説明しない日系企業もあるよ

うです。

「頑張ってもポジションが上がらないので

はやる気がなくなります。予定でも良いの

で、キャリアアップの方法をベトナム人に伝

えてください」

　日本学部の卒業生のほとんどは日本語能

力試験のN1かN2を取得しており、日系企

業に就職する人も多いそうです。彼らは毎

週日曜の午前9時半から大学で、「東日日

本語クラブ」という日越の交流の場を開い

ています。

「誰でも参加できますよ。日本人の方もい

るのでぜひ来てください」

ベトナムに住む私たちにとって、ベトナム人とのコミュニケーションを円滑にすることが日常生活を豊

かにし、仕事もスムーズに進みます。それは難しいことではないと、このお二人が教えてくれました。

特集記事　ベトナム人材最前線

ベトナム人とのコミュニケーション

まずは気軽に声をかけてみる

カフェや実家に行ってみては？

対応する時に気を付けたいこと

社内のキャリアアップを明確に

▲ 学園祭「皐月祭」での学生たち

▲ 日本学部の授業

ベトナム国家大学ホーチミン市校
人文社会科学大学　日本学部
学部長

フィン・トロン・ヒエン 博士

お互いを知り、勇気を出して一歩前へ
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　逆にベトナム人に失礼となる言葉や仕草

はあるでしょうか。例えば、日本人

男性の先輩が後輩の頭を軽く叩い

て、「バッカ野郎」などと言うこと

です。当人たちにはジョークでも、

ベトナムにはこうした習慣はあり

ません。「バカ」と言うのはもちろ

ん失礼ですし、頭の上には両親が

乗っていると考えられています。

親しい間柄であっても注意しまし

ょう。

　ベトナムでは転職が珍しくなく、

離職率は日本より高い。辞める理

由には給料や待遇への不満が多い

ようですが、ヒエン博士は一番の

理由は人間関係と言います。ある

程度給与が低くても、職場での人

間関係が良好なら辞めないそうで

す。

　退職を防ぐ一つの方法は社内で

のキャリアアップを明確にするこ

と。どのようなステップで職位が

上がるのかを説明しない日系企業もあるよ

うです。

「頑張ってもポジションが上がらないので

はやる気がなくなります。予定でも良いの

で、キャリアアップの方法をベトナム人に伝

えてください」

　日本学部の卒業生のほとんどは日本語能

力試験のN1かN2を取得しており、日系企

業に就職する人も多いそうです。彼らは毎

週日曜の午前9時半から大学で、「東日日

本語クラブ」という日越の交流の場を開い

ています。

「誰でも参加できますよ。日本人の方もい

るのでぜひ来てください」

ベトナムに住む私たちにとって、ベトナム人とのコミュニケーションを円滑にすることが日常生活を豊

かにし、仕事もスムーズに進みます。それは難しいことではないと、このお二人が教えてくれました。
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ベトナム人とのコミュニケーション

まずは気軽に声をかけてみる

カフェや実家に行ってみては？

対応する時に気を付けたいこと

社内のキャリアアップを明確に

▲ 学園祭「皐月祭」での学生たち

▲ 日本学部の授業

ベトナム国家大学ホーチミン市校
人文社会科学大学　日本学部
学部長

フィン・トロン・ヒエン 博士

お互いを知り、勇気を出して一歩前へ

　ホーチミン市1区のLy Tu Trong通りに

あった、「Huong Lai」というベトナム料理

店をご存知でしょうか。新型コロナの影響

で2020年8月から休業していますが、児

童福祉施設や貧困家庭出身の子どもたち

の職業訓練の場でもありました。

　創業者でオーナーの白井さんが2001年

の開店から約20年続け、10～20代の何

十人もの若者が働きながらマ

ナー、スキル、語学を身に付

け、ホテルや5つ星のレストラ

ンに就職しました。教育や研

修を担当した白井さんがベト

ナムに25年関わって感じる

のは、「どんな人にも潜在して

いる能力がある」ということ。

　ベトナム人は自分の人生に

対して責任感が強く、楽しく

生きたいと願い、仕事もそう

いった前向な人生観が土台

にあるため、成長意欲の高い

人は多いそうです。

「ただ、日本人とは違うので、日本式を学ぶ

となれば2倍、3倍の時間がかかるのは当

然です。ここは温かく見守ってあげてくだ

さい。また、感情が豊かで、楽しいことが動

機付けになります」

　例えば、「報・連・相」や「5S」が徹底できな

いと悩む日本人の上司もいます。しかし、こ

れらは日本の企業文化に根ざしたもので、

未知の外国人が覚えるのに当然時間は必

要です。また、感情が豊かな彼らを動かす

簡単な方法は「笑顔」と「心情フォーカス」と

言います。

「ベトナム人の優秀な上司は笑顔を武器に

しています。笑顔は楽しさと共鳴し、仲間の

証明であり、『ほめる』との相乗効果もあり

ます。ビジネスだけでなく日常生活にも役

立ちます」

　ベトナム人に接するときに大切なのは「敬

意」、「好意」、「関心」の3Kと白井さんは言

います。ただ、それを目に見える形で、言動

として届ける必要があります。

「手っ取り早いのはベトナム語を話すことで

す。ベトナム人はベトナム語の難しさを知っ

ているので、あえてそれを学ぶ姿勢はベト

ナムに関心があり、ベトナ

ムが好きで、敬意を持つ証

明になります」

　しかし、ベトナム語は発音

が難しく、勉強を始めても

挫折する人が多くいます。

そこで白井さんは体系的

な学習はせず、良く使う短

いフレーズを「丸ごと」覚え

る方法を勧めます。例えば

50フレーズなら半年もあ

れば覚えられるそうです。

「中級クラスに行きたい人

なら個々の母音や子音の学習は避けて通

れませんが、そうでなければ問題ありませ

ん。少しでもベトナム語を使うと色々とサー

ビスが良くなり、助けてもくれます。私もか

なり得をしています（笑）」

　ベトナム人の特徴は「情に熱い」、「人との

距離が近い」、「自然体」など多くあるそう

です。仕事においてはいざというときの柔

軟性と行動力で、この能力を利用しない手

はないと言います。

「型に沿った行動が得意な日本人と、フレキ

シブルに行動できるベトナム人が組めば、

仕事はもっとうまく回るはず。そのために

は社内の制度や仕組みを、少しベトナムに

合わせてみてはいかがでしょうか」

楽しく生きたいベトナム人

動かす簡単な方法は「笑顔」

50フレーズを覚えては？

活用したい柔軟な行動力

▲ Huong Laiで働いていた従業員

▲ セミナーを開催する白井氏
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良知コミュニケーションパートナーズ
代表　白井　尋さん

敬意、好意、関心を伝えるベトナム語

5

▲ Return Next ▼ Print▲目次へ戻る ▼



特集記事　ベトナム人材最前線

1

2

3

4

5

6

7

8

こんにちは！

元気ですか？

ご飯食べた？

（朝言うと朝の挨拶になる）

先に帰りますね！

また明日会いましょう！

良い週末を！

楽しんできてね。

おやすみなさい！

Chào em!
Chào anh!
Chào chị!

Em khỏe không?

Ăn sáng chưa?
Ăn cơm chưa?

Về trước nha!

Mai gặp lại!

Cuối tuần vui vẻ!

Chúc vui vẻ

Chúc ngủ ngon!

チャオ・エム！（自分より年下の男女）

チャオ・アン！（自分より年上の男性）

チャオ・チー！（自分より年上の女性）

エム・コエ・コン？

アン・サン・チュア？（朝ご飯）

アン・コム・チュア？（昼・夜ご飯）

ヴェー・チュッ（ク）・ニャ！

マイ・ガップ・ライ！

クイ・トゥン・ヴイ・ヴェー！

チュッ・ヴイ・ヴェー

チュッ・グー・ゴーン！

9

10

11

12

13

14

お昼を食べに行きましょう。

食べられないものはありますか？

美味しい！

ドリンクを頼みましょう。

お腹いっぱいだよー

また来ましょう！

Mình đi ăn trưa nào

Có món nào anh/chị
không ăn được không?

Ngon quá!

Gọi thức uống nào

No rồi

Tôi sẽ quay lại!

ミン・ディ・アン・チュア・ナオ

コー ・モン・ ナオ ・アン/チー・

コン・ アン ・ドゥ（ク）・コン？

ゴンクヮー！

ゴイ・トゥック・ウオン・ナオ

ノー・ロイ

トイ・セー・クヮィ・ライ！

15

16

17

18

19

20

21

22

いいね！（1）

いいね！（2）

すごい！すばらしい！

かっこいい！

可愛いですね！

綺麗ですね！

頭がいいね！

優しいですね！

Tốt quá!

Giỏi quá!

Hay quá!

Đẹp trai quá!

Dễ thương quá!

Đẹp quá!

Thông minh quá!

Tốt bụng quá!

トッ・クヮー！

ゾイ・クヮー！

ハイ・クヮー！

デップ・チャイ・クヮー！

イェー・トゥーン・クヮー！

デップ・クヮー！

トン・ミン・クヮー！

トッ（ト）・ブン・クヮー！

前ページの白井さんのお勧めもあり、JCCH事務局で簡単に使える50フレーズを考えました。ぜひ

使ってみてください。ヒエン博士が言うように、通じなくても気にしないで、さあ、もう一度。

職場で使える！ベトナム語50フレーズ

基本は「あいさつ」！　

一緒に「ランチ」に行こう！

「ほめる」が大切なんです 

特集記事　ベトナム人材最前線

23

24

25

26

27

28

ありがとう！

どういたしまして！

嬉しい！幸せ！

早くて正確だね！

歌が上手だね！（カラオケなど）

誕生日おめでとう！

Cảm ơn nhé!

Không có gì!

Vui quá!

Nhanh và chính xác!

Em hát hay quá!

Chúc em sinh nhật vui vẻ!

カム・オン・ニェ！

コン・コー・ジー！

ヴイ・クヮー！

ニャン・バー・チン・サック！

エム・ハッ（トッ）・ハイ・クヮー！

チュック・エム・シン・ニャット・ヴイ・ヴェー！

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

ごめんなさい。

惜しかったね！

がんばれ！

疲れましたか？

（頑張っている社員に）

疲れたね…。

大丈夫ですか？

大丈夫！問題ないよ！

今忙しいですか？

ご両親は元気ですか？

さぁ、行こうか。

Xin lỗi nhé

Tiếc quá!

Cố lên!

Em có mệt không?

Mệt quá

Có sao không?

Không sao!

Em có đang bận không?

Ba mẹ em khỏe không?

Đi nào

シン・ロイ・ニェ

ティッ・クヮー！

コー・レン！

エム・コー・メッ・コン？

メッ・クヮー！

コー・サオ・コン？

コン・サオ！

エム・コー・ダン・バン・コン？

バー・メー・エム・コエ・コン？

ディー・ナオ

45

46

47

48

49

50

1、2、3、乾杯！

ビールは少ししか飲めません。

健康を願って！（乾杯の音頭）

100％！（一気飲みの意味）

酔うまで帰りません！

ベトナムが好きです！

Một hai ba zô!

Tôi uống được ít thôi

Chúc sức khỏe!

Trăm phần trăm!

Không say không về!

Tôi yêu Việt Nam!

モッ・ハイ・バー・ヨー！

トイ・ウオン・ドウック・イッ・トーイ

チュッ（ク）・スック・コエ！

チャム・ファン・チャム！

コン・サイ・コン・ヴェー！

トイ・イエウ・ヴィエットナム！

39

40

41

42

43

44

びっくりしました！

もうお手上げだ！

悲しい！

オーマイガッド！

ちょっと待ってください。

キモイ！

Hết hồn!

Bó tay!

Buồn quá!

Trời ơi
U là trời  （今どきの言葉）

Chờ một chút

Ghê quá!

ヘッ・ホン！

ボー・タイ！

ブオン・クヮー！

チョイ・オーイ！

ウー・ラ・チョイ！

チョー・モッ・チュッ

ゲー・クヮー

「感謝」の気持ちを伝えよう

時には必要な「いたわる」言葉

ストレートに「自分の気持ち」を

今夜は楽しい「飲み会」だ！
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トイ・イエウ・ヴィエットナム！
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びっくりしました！

もうお手上げだ！

悲しい！

オーマイガッド！

ちょっと待ってください。

キモイ！

Hết hồn!

Bó tay!
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人文社会科学大学　Trường Đại học Khoa học Xã hội và Nhân văn

特集記事　ベトナム人材最前線

【学部／学科名】 日本学部　　　【所属人数】 800人　　　【日本語を学ぶ学生の専門】 日本語教師、通訳・翻訳
【日本語の総授業時間（年間）】 270時間　　　【日本人教員数】 4人
【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 ハイクオリティプログラム：N1　スタンダードプログラム：N2
【日本へのインターン参加人数（年間）】 0人　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 150人
【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤ ⑥、⑦

ベトナムには日本語を学ぶ学生さんが多く、日系企業に就職する人も少なくありません。そんな日

本語人材を輩出する南部の教育機関を調べました。ご興味があればぜひご連絡をしてください。

日本語人材を育成する南部の教育機関

※１ 日本企業に期待する協力 ： ①奨学金、②インターン受け入れ、③アルバイト、④出張講義、⑤面接練習、⑥会社・工場見学、⑦ジョブフェア

クリックしてHPへ

担当者名
Huỳnh Trọng Hiền
電話番号 
097 951 5143

クリックしてHPへ

担当者名
Lương Thị Anh Thư
電話番号 
090 281 6807

クリックしてHPへ

担当者名
Nguyễn Công Thành
電話番号 
098 922 9291

クリックしてHPへ

担当者名
Hồ Lê Thị Xuân Trinh
電話番号 
093 608 8482

クリックしてHPへ

担当者名
Nguyễn Thị Như Ý
電話番号 
091 370 7146

クリックしてHPへ

ラクホン大学　Đại học Lạc Hồng

クイニョン大学　Đại học Quy Nhơn

ホンバン国際大学　Đại học Quốc tế Hồng Bàng

貿易大学・ホーチミン市支校　Trường Đại học Ngoại Thương Cơ sở II tại TP.HCM 

バンラン大学　Đại học Văn Lang 担当者名
Nguyễn Vũ Quỳnh Như - 
Trưởng Ngành
電話番号 
091 311 0683

【学部／学科名】 日本学部　　　【所属人数】 350人　　　【日本語を学ぶ学生の専門】 日本学部

【日本語の総授業時間（年間）】 405時間　　　【日本人教員数】 3人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30人　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 40人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、④、⑥、⑦

【学部／学科名】 歴史・地域学部　　　【所属人数】 200人　　　【日本語を学ぶ学生の専門】 東方学部、日本学科

【日本語の総授業時間（年間）】 120時間　　　【日本人教員数】 2人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N4

【日本へのインターン参加人数（年間）】 0人　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 15人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、④、⑥

【学部／学科名】 日本語学部　　　【所属人数】 100人　　　【日本語を学ぶ学生の専門】 ー

【日本語の総授業時間（年間）】 154時間　　　【日本人教員数】 0人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 80人　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 40人

【日本企業に期待する協力※1】 ②、③、④、⑥

【学部／学科名】 外国語学部　　　【所属人数】 200人（日本語を学ぶ学生）

【日本語を学ぶ学生の専門】 ロジスティクス、マーケティング、国際財政、国際ビジネスマネジメント、国際経営
【日本語の総授業時間（年間）】 180時間　　　【日本人教員数】 3人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3
【日本へのインターン参加人数（年間）】 6人（新型コロナ前）　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 5～10人
【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑥、⑦

【学部／学科名】 東方学部日本学科　　　【所属人数】 400人　　　【日本語を学ぶ学生の専門】 日本語

【日本語の総授業時間（年間）】 240時間　　　【日本人教員数】 1人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30人　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 46人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤ 、⑥、⑦

8

▲ Return Next ▼ Print▲目次へ戻る ▼

https://hcmussh.edu.vn/
https://lhu.edu.vn/
https://qes.qnu.edu.vn/
https://hiu.vn/
https://cs2.ftu.edu.vn/
https://vlu.edu.vn/


人文社会科学大学　Trường Đại học Khoa học Xã hội và Nhân văn

特集記事　ベトナム人材最前線

【学部／学科名】日本学部　　 【所属人数】 800人　 【日本語を学ぶ学生の専門】 日本語教師、通訳・翻訳
【日本語の総授業時間（年間）】 270時間　 【日本人教員数】 4人
【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 ハイクオリティプログラム：N1　スタンダードプログラム：N2
【日本へのインターン参加人数（年間）】 0人　 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 150人
【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤ ⑥、⑦

ベトナムには日本語を学ぶ学生さんが多く、日系企業に就職する人も少なくありません。そんな日

本語人材を輩出する南部の教育機関を調べました。ご興味があればぜひご連絡をしてください。

日本語人材を育成する南部の教育機関

※１ 日本企業に期待する協力 ： ①奨学金、②インターン受け入れ、③アルバイト、④出張講義、⑤面接練習、⑥会社・工場見学、⑦ジョブフェア

クリックしてHPへ

担当者名
Huỳnh Trọng Hiền
電話番号 
097 951 5143

クリックしてHPへ

担当者名
Lương Thị Anh Thư
電話番号 
090 281 6807

クリックしてHPへ

担当者名
Nguyễn Công Thành
電話番号 
098 922 9291

クリックしてHPへ

担当者名
Hồ Lê Thị Xuân Trinh
電話番号 
093 608 8482

クリックしてHPへ

担当者名
Nguyễn Thị Như Ý
電話番号 
091 370 7146

クリックしてHPへ

ラクホン大学　Đại học Lạc Hồng

クイニョン大学　Đại học Quy Nhơn

ホンバン国際大学　Đại học Quốc tế Hồng Bàng

貿易大学・ホーチミン市支校　Trường Đại học Ngoại Thương Cơ sở II tại TP.HCM 

バンラン大学　Đại học Văn Lang 担当者名
Nguyễn Vũ Quỳnh Như - 
Trưởng Ngành
電話番号 
091 311 0683

【学部／学科名】日本学部　　 【所属人数】 350人　 【日本語を学ぶ学生の専門】 日本学部

【日本語の総授業時間（年間）】 405時間　 【日本人教員数】 3人　 【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30人　 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 40人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、④、⑥、⑦

【学部／学科名】歴史・地域学部　　 【所属人数】 200人　 【日本語を学ぶ学生の専門】 東方学部、日本学科

【日本語の総授業時間（年間）】 120時間　 【日本人教員数】 2人　 【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N4

【日本へのインターン参加人数（年間）】 0人　 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 15人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、④、⑥

【学部／学科名】日本語学部　　 【所属人数】 100人　 【日本語を学ぶ学生の専門】 ー

【日本語の総授業時間（年間）】 154時間　 【日本人教員数】 0人　 【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 80人　 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 40人

【日本企業に期待する協力※1】 ②、③、④、⑥

【学部／学科名】外国語学部　　 【所属人数】 200人（日本語を学ぶ学生）

【日本語を学ぶ学生の専門】 ロジスティクス、マーケティング、国際財政、国際ビジネスマネジメント、国際経営
【日本語の総授業時間（年間）】 180時間　 【日本人教員数】 3人　 【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3
【日本へのインターン参加人数（年間）】 6人（新型コロナ前） 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 5～10人
【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑥、⑦

【学部／学科名】東方学部日本学科　　 【所属人数】 400人　 【日本語を学ぶ学生の専門】 日本語

【日本語の総授業時間（年間）】 240時間　 【日本人教員数】 1人　　 【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30人　 【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 46人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤ 、⑥、⑦

特集記事　ベトナム人材最前線

※１ 日本企業に期待する協力 ： ①奨学金、②インターン受け入れ、③アルバイト、④出張講義、⑤面接練習、⑥会社・工場見学、⑦ジョブフェア

ホーチミン市テクノロジー大学（HUTECH）
Trường Đại học Công Nghệ TP.HCM-HUTECH

【学部／学科名】 日本学部　 　【所属人数】 1027人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 日本語学科、東洋日本学科

【日本語の総授業時間（年間）】 282時間　 　【日本人教員数】 3人　 　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30～50人　 　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 900人前後

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤、 ⑥

クリックしてHPへ

担当者名
Hồ Tố Liên
電話番号 
091 393 6091

クリックしてHPへ

担当者名
Bùi Phụng Nghi Linh
電話番号 
037 967 4623

クリックしてHPへ

担当者名
Võ Văn Thành Thân
電話番号 
090 311 5316

クリックしてHPへ

担当者名
Nguyễn Thị Phương Thu
電話番号 
097 245 4149

クリックしてHPへ

担当者名
Pham Minh Tú
  電話番号 
090 777 3604

クリックしてHPへ

ホーチミン市国立師範大学　Trường Đại học Sư Phạm TP.HCM

ホーチミン市経済財政大学（UEF）　Trường Đại học Kinh Tế- Tài Chính TP.HCM

ホーチミン市外国語情報技術大学（HUFLIT）
Trường Đại học Ngoại ngữ-Tin học TP.HCM

ホーチミン市オープン大学 （HCMCOU）　Trường Đại học Mở TP.HCM

ドンズー日本語学校　Trung Tâm Nhật Ngữ Đông Du 担当者名

Nguyễn Thu Duyên
電話番号 

090 868 1330

【学部／学科名】 日本語学部　　　【所属人数】 599人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 翻訳・通訳

【日本語の総授業時間（年間）】 360時間　 　【日本人教員数】 0人　 　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 ー　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 420人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤ 、⑥、⑦

【学部／学科名】 国際文化言語学部日本言語学科　 　【所属人数】 550人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 ー

【日本語の総授業時間（年間）】 270時間　 　【日本人教員数】 4人　 　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 40人　 　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 150人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤、 ⑥、⑦

【学部／学科名】 東方文化言語学部日本学科　　　【所属人数】 610人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 アドミン、観光

【日本語の総授業時間（年間）】 300時間　 　【日本人教員数】 6人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 5人　 　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 300人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑤、 ⑥、⑦

【学部／学科名】 外国語学部日本語学科　　　【所属人数】 650人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 ー

【日本語の総授業時間（年間）】 390時間　 　【日本人教員数】 2人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N2

【日本へのインターン参加人数（年間）】 30人　 　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 60～90人

【日本企業に期待する協力※1】 ①、②、③、④、⑥、⑦

【学部／学科名】 日本語学部　　　【所属人数】 1000人　 　【日本語を学ぶ学生の専門】 ー

【日本語の総授業時間（年間）】 1152時間　 　【日本人教員数】 1人　　　【卒業条件の日本語能力（JLPT）】 N1～N3

【日本へのインターン参加人数（年間）】 ー　　　【在越日系企業へのインターン参加人数（年間）】 ー

【日本企業に期待する協力※1】 ①、④、⑥
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特集記事　ベトナム人材最前線

ベトナムの変化について10人の在住日本人に聞きました。

在住6年から30年を超える方まで、来越当時と現在との差、今後を語ります。

在住日本人が感じるベトナムの  今  と  昔

来越時と比べて… 日系企業の進出をはじめ、ス

ポーツ、文化、芸能面でも多く

のベトナム人に興味と関心を

持ってもらえるようになった。

日本食レストランで楽しそうに

食事している姿を見て、日本

のアニメ映画を観て大ファン

になったと聞いて、うれしくな

りますね。

来た頃に比べて日本への注目度や人気は劇的に上がってます。「憧れ」

から「身近」になってますし、音楽、アニメ、日本食などの日本文化の浸

透が毎年大きくなってきている。やはり、学生や労働者を含めた日本

在留ベトナム人、日本への旅行客が増えているからだと思います。

AY さん  【在住7年】

まだ一部の富裕層に限られるのでしょうが、日本への旅行

者がかなり増えました。化粧品、健康食品、サプリ、アパレル

などの日本製品、アニメ、漫画、和食、自然、四季の美しさな

ど日本文化への注目度も上がっています。今後も旅行者や

人気の商品は増えていくのでしょう。

A.S さん  【在住22年】

J さん  【在住22年】

当時より日本に関する情報が増えてい

て、関心も注目も高まっています。1990

年代後半は技能実習制度の初期段階で送

出し機関もまだ少なかった。現在は数多く

増えており、日本に行くベトナム人も飛躍

的に増えましたね。

コブラ
 さん  【在住28年】

私がベトナムに来た当時、もうずいぶ

ん前になりますが、日本人は優しくて、

頭が良いと思われていたと思います。

男性も女性もベトナム人は日本人に注

目していました。当時はベトナム戦争

が大きく影響していて、会社幹部も大

半が女性だったと思います。

ゴンタ さん  【在住34年】

特に都市部の発展には目覚ましいものがあり、日本に対する感情も良い方向に進んでいると感じます。寿司、うどん、ラーメン等をはじめとする日本食レストランが増えただけでなく、ベトナム人客の利用も増加。バイクだけでなくクルマが増えて、マイカー所有者も多くなっています。

Popy さん
【在住14年】

私が来た頃は皆さんが目をキラキラさせて日本への憧れを話してくれていたのが、今ではすっかりブランド力がなくなった。当時は日本人というだけでチヤホヤされたのに、昨今では日本人とわかると貧乏人だと思われてしまう（笑）。

モーニンググッドたかし さん【在住28年】

20世紀後半の当初は日本に行ったり、日

本人と接したベトナム人は限られており、

日本や日本人は想像上の国や人で、「おし

ん」、「ドラえもん」、「ホンダ」、「ソニー」に

憧れていた。今は親切な日本人、治安の

よい国、美味しい日本食、クールな日本製

品などリアルに変わりました。

ラムチュン K さん
 【在住26年】

日本への憧れや注目は数ある国の

中の１つに変わり、アニメなどで存

在感はあっても、音楽、ドラマ、ゲー

ムでは韓国や中国の存在感が大き

い。家電量販店で日本ブランドが少

なくなる一方、日本の商品を扱うコ

ンビニなどが増え、別の形で日本製

品に接する機会が増えたのではな

いか。

K.I さん
  【在住11年】

大きく変わったことは決済手段だと思

います。特にMoMo、VNPAY、

VietQR。カード決済できなくてもほ

ぼ全ての店でこれらが使えて、この1

年間以上は僕は現金をほとんど持た

なくなりました。あと、2022年の円安

で日本へのイメージが「稼げる国」では

なくなったと感じます。

Tai.M さん  【在住6年】

特集記事　ベトナム人材最前線

これからどうなる？

生活に大きなインパクトを与え

るのは間違いなく鉄道だと思

います。多くの路線を展開でき

ればバンコクのような発展と

なり、生活様式も変わると思い

ます。また、この数年で急速に

多様化した外食産業もさらに

変化し、より様々な形態の店が

増えていくと思います。

Tai.M さん
【在住6年】

2030年には人口が日本と
逆転すると言われていま
す。内需の拡大は間違いな
く、外資の投資も安定。ま
た、モチベーションの高い社
員が多く、日本の若者は見
習うべきだと思います。ベ
トナムは益々発展して、GDPの成長率もASEANト
ップになるでしょう。

J さん  【在住22年】

所得水準の上昇に伴って消費市場がさら

に拡大し、日系企業にとってより重要な

進出先となります。ただ、5Gやキャッシュ

レスなどが進んで便利になる都会と、そ

れに取り残された地方や農村部での格差

が心配。そうなれば治安の悪化、晩婚化

や少子化も不安材料になるでしょう。

A.S さん  【在住22年】

スマホやアプリが浸透して、ECも当たり前、フードデリバリーも普及して、デジ

タル化は日本より進んでいるように見えます。これからは人口が増加して、ス

キルもアップして、ますます成長著しい、魅力ある市場（国）になることは間違

いないと思います。

AY さん  【在住7年】

さらにグローバル化が進む。鉄道などの公共交通機関の

発達で市街地の交通量が減少し、都市の再開発や区画整

備が進む。公務員の給与改革でコンプライアンスに沿った

行政が執行されれば、国民の所得が増えて中間所得層が

増加し、貧困層への援助も広がるでしょう。

Popy さん  【在住14年】

世界中の情報にアクセスできる現在の学生を含む若い世代が社会に出て、中心的な役

割を担う人財に成長していくに伴い、ベトナムの国際競争力は大いに上がるでしょう。一

方で伝統的な家族愛は、個人的な希望もありますが、大きくは変わらないと考えます。

ラムチュン K さん  【在住26年】

貿易黒字を出せる経済構造や為替の安定

で都市部を中心に消費はより活発になる

一方、インフラ整備の速度が遅くて渋滞

など都市問題も深刻化していく。ただ、都

市部の若者は新しい価値観と文化を生み

出していくと思う。日本の1980～

1990年代初頭の時期と似た感じでしょ

うか。

K.Iさん  【在住11年】

スマホ、インターネット、EC……所得の上

昇とそれに伴う生活水準の向上はこれか

らも続くと思います。ただ、貧富の格差が

拡大しないかと心配しています。

コブラ
 さん  【在住28年】

ベトナム人は人間臭く、人情味がある。だから、人が困っていたらお

節介なくらいに絶対に助けてくれる。もしかしたらこの先は、ほかの

国や外国人に物を教えたり、道徳を説いたりするかもしれない。

モーニンググッドたかしさん【在住28年】

ベトナム経済は今後も発展していくと思い

ます。ただ、指導者次第ですね。指導者が

課題の一つと言えるでしょう。

ゴンタ さん  【在住34年】
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特集記事　ベトナム人材最前線

これからどうなる？

生活に大きなインパクトを与え

るのは間違いなく鉄道だと思

います。多くの路線を展開でき

ればバンコクのような発展と

なり、生活様式も変わると思い

ます。また、この数年で急速に

多様化した外食産業もさらに

変化し、より様々な形態の店が

増えていくと思います。

Tai.M さん
【在住6年】

2030年には人口が日本と
逆転すると言われていま
す。内需の拡大は間違いな
く、外資の投資も安定。ま
た、モチベーションの高い社
員が多く、日本の若者は見
習うべきだと思います。ベ
トナムは益々発展して、GDPの成長率もASEANト
ップになるでしょう。

J さん  【在住22年】

所得水準の上昇に伴って消費市場がさら

に拡大し、日系企業にとってより重要な

進出先となります。ただ、5Gやキャッシュ

レスなどが進んで便利になる都会と、そ

れに取り残された地方や農村部での格差

が心配。そうなれば治安の悪化、晩婚化

や少子化も不安材料になるでしょう。

A.S さん  【在住22年】

スマホやアプリが浸透して、ECも当たり前、フードデリバリーも普及して、デジ
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いないと思います。

AY さん  【在住7年】
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発達で市街地の交通量が減少し、都市の再開発や区画整

備が進む。公務員の給与改革でコンプライアンスに沿った

行政が執行されれば、国民の所得が増えて中間所得層が

増加し、貧困層への援助も広がるでしょう。

Popy さん  【在住14年】

世界中の情報にアクセスできる現在の学生を含む若い世代が社会に出て、中心的な役

割を担う人財に成長していくに伴い、ベトナムの国際競争力は大いに上がるでしょう。一
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1990年代初頭の時期と似た感じでしょ

うか。

K.Iさん  【在住11年】

スマホ、インターネット、EC……所得の上

昇とそれに伴う生活水準の向上はこれか

らも続くと思います。ただ、貧富の格差が

拡大しないかと心配しています。

コブラ
 さん  【在住28年】

ベトナム人は人間臭く、人情味がある。だから、人が困っていたらお

節介なくらいに絶対に助けてくれる。もしかしたらこの先は、ほかの

国や外国人に物を教えたり、道徳を説いたりするかもしれない。

モーニンググッドたかしさん【在住28年】

ベトナム経済は今後も発展していくと思い

ます。ただ、指導者次第ですね。指導者が

課題の一つと言えるでしょう。

ゴンタ さん  【在住34年】
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＜２０２２年度活動目標＞ More for Vietnam  ～ベトナム社会との共生・共創を目指して～

▲ ２０２２年度予算案について議決の様子 ▲ 会場はリベリーサイゴンにて実施 ▲ ２０２２年度の活動方針を説明する会頭の水嶋 恒三氏

JCCHの歩み

＊社名、肩書は当時のもの。 ＊社名は当時のもの。

ホーチミン市で活動する日本企業の団体として「ホーチミン日

本人友好倶楽部」が発足。

組織の拡大に伴い、名称を「ホーチミン日本商工会」に変更。

英文表記は「Japanese Commerce and Industry of Ho 

Chi Minh City」（通称：JCIA）。

会員社数は６９社。初代会長は広岡 正夫氏（三井物産）。

ホーチミン日本商工会立ホーチミン日本人学校を設立。

この年からチャリティバザーを毎年開催（〜２０１４年度）。

売り上げをベトナムの医療機関へ寄付。

５月、英文名称を「The Japanese Business Association 

of Ho Chi Minh City」（通称：JBAH）に変更。

９月２８日、ホーチミン市人民委員会から正式団体として認可を

受ける。

事業および生活環境の改善を目的とするホーチミン市人民委

員会との「ラウンドテーブル」を開始。

この年から「ラウンドテーブル」を毎年開催。

会員企業数５００社を突破。

社会福祉施設への訪問・支援を開始。

マラソン大会を初開催。１，０００人以上が参加しJCCHのスポ

ーツ関連イベントとしては最大規模に。

４月、名称を「ホーチミン日本商工会議所」に変更。

英文名称はThe Japanese Chamber of Commerce 

and Industry in Ho Chi Minh City（通称：JCCH）。　

会員企業数 １，０００ 社を突破。

新型コロナウイルス第４波の影響で、数カ月に及ぶ社会隔離政

策が実施され、役員会、委員会、部会、セミナー、講演会など、

オンラインを中心とする実施体制へ。

新型コロナウイルスの収束により徐々に対面による実施体制に

移行。

１９９３年

１９９４年

１９９７年

１９９８年

２００２年

２０１１年

２０１５年

２０１６年

２０１８年

２０２１年

2022年

JCCH歴代会頭一覧
代 目

初

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

年  度

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００１

２００２

２００３

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０

２０１１

２０１２

２０１３

２０１４

２０１５

２０１６

２０１７

２０１８

２０１９

２０２０

２０２１

２０２２

氏  名

広岡 正夫

伊東 淳一

伊東 淳一

伊東 淳一

大北 裕之

岩間 憲道

山崎 末次

浅田 弘一郎

今津 康雄

会川 精司

松林 勝

脇 郁晴

石田 泰

中川 卓男

深山 隆

大西 範和

小須田 森仁 

柏木 利夫

那須 泰孝

森 光廣

山口 貴美雄

百石 洋人

坂上 勉

前野 浩二

門脇 恵一

門脇 恵一

岡田 英之

岡田 英之

水嶋 恒三

水嶋 恒三

所  属

三井物産

日商岩井

日商岩井

日商岩井

住友商事

三井物産

三菱商事

住友商事

三菱東京UFJ 銀行

日商岩井

三菱商事

双日

丸紅

三菱東京UFJ 銀行

味の素

住友商事

双日

三菱商事

みずほコーポレート銀行

ビナキョウエイスチール

双日

三菱商事

丸紅

JFE スチール

三菱商事

三菱商事

TMI 総合法律事務所

TMI 総合法律事務所

双日

双日

２０２２年度のホーチミン日本商工会議所（JCCH）の活動は２０２２年４月２２日（金）に行われた総会で始まりました。

２０２１年度の会頭、水嶋 恒三氏により、同年度の活動報告が行われ、また、引き続き同氏による二期連続での会頭就任が承認されました。

本総会では役員の交代が行われ、新体制がスタートしました。当日は在ホーチミン日本国総領事館の渡邊総領事にもご出席を賜り、ご挨拶

を頂きました。

２０２２年度第２９回定期総会２０２２年４月２２日
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２０２２年度第２９回定期総会２０２２年４月２２日

活
動
報
告
  

Th
em

e 
1

事業環境及び生活環境の改善を目的として、ホーチミン市人民委員会と毎年開催しているラウンドテーブルは１９９８年の

開始から２１回目を迎えました。このプロジェクトは半年ほどの期間をかけて、JCCH会員企業の皆様が日頃抱える事

業・生活環境上の課題について、ホーチミン市人民委員会に対して改善要望を行う場となっております。

事業・生活環境の改善
ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブル

ラウンドテーブルキックオフミーテイングを開催　（２０２２年７月１日）

JCCHからは中川副会頭 兼 事業環境委員長、荒井副会頭 兼 労務委員

長、小野瀬副会頭 兼 税務・通関委員長、山崎生活環境委員長と小浜事

務局長が出席し、ホーチミン市側からは貿易・投資促進センター

（ITPC）バン副センター長ら関係者が参加しました。

プレラウンドテーブルを開催　（２０２２年１１月１６日・２１日）

ラウンドテーブル本番に向けて、実務者レベルの会合であるプレラウン

ドテーブルが開催されました。本会合は、ITPCにて生活環境、法務・労

務、税務、通関の４チームに分かれて議論を行いました。

２０２２年度は７月に会員企業に対してアンケート調査を行ったところ、各分野における意見・要望が９３項目集まりました（法務

労務：２６項目、税務通関：２９項目、生活環境：３８項目）。

これらを担当委員会で協議して１８項目に絞り込み、昨年度までの要望のうち追跡調査を実施した５項目の結果を取りまとめ、

９月に要望書を提出しました。その後、一つ一つの項目に対してJCCHとホーチミン市人民委員会の担当部局が、具体的な解決

策を検討していくため実務者レベルでの話し合いを重ね、本会議が１１月３０日行われました。

活 動
報 告

Theme1

ホーチミン市貿易投資促進センター（ITPC）とのキックオフミーティングを開催（１日）。

JCCH会員企業に本ラウンドテーブルに向けた要望を募集。その結果９３項目の要望が集まった。

事業環境委員会、労務委員会、税務・通関委員会にて９３項目の要望を１８項目に絞り込んだ。

ホーチミン市側に当該１８項目の要望書及び２０２１年の部局の回答に関するフィードバック５項目を提出（３０日）。

事業環境委員会（法務労務チーム、税務チーム、通関チーム、生活環境チーム）がホーチミン市側とプレラウンドテーブルを開催

（１６日・２１日の計４セッション）。

プレラウンドテーブル後、各要望についての評価を実施し、ホーチミン市側に評価コメントを提出。

新規の１８項目に関する評価：１１項目について「問題は完全に解決された、または少なくとも実質的に大幅に改善された」。

２０２１年度の要望で追跡調査をした５項目に関する評価：３項目については「問題は完全に解決された、または少なくとも実質的に大

幅に改善された」。

ラウンドテーブル本会議開催（３０日）。

２０２２年度ラウンドテーブル開催までの経過

７月

8月

9月

11月

11月

11月

ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブル本会議を開催　（２０２２年１１月３０日）

生活環境委員長らが出席しました。ホアン副委員長及び水嶋会頭は、

「来年２０２３年には日越外交関係樹立５０周年記念を迎える。経済分野

だけでなく、日本とベトナムとの文化交流面も強化すると共に、更に両

国の関係が発展していくよう取り組んで参りたい」と合意しました。

ホーチミン市からはホアン人民委員会副委員長並びにITPC副セン

ター長ら主要部局の幹部が出席し、日本側は渡邊総領事、JCCHから

は水嶋会頭、松本副会頭、和田副会頭、中川副会頭 兼 事業環境委員長、

荒井副会頭 兼 労務委員長、小野瀬副会頭 兼 税務・通関委員長、山崎
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活
動
報
告
  

Th
em

e 
1

事業・生活環境の改善
ホーチミン市および周辺省との連携

活 動
報 告

Theme1

２０２２年度役員による各省人民委員会表敬訪問

ホーチミン市人民委員会とのFDI会合に出席  （２０２２年５月２０日）

ロンアン省人民委員会  ウト委員長表敬訪問  （２０２２年５月３１日）

JCCHからは水嶋会頭をはじめ、松本副会頭、和田副会頭 兼 組織規約

委員長、ロンアン部会の井上部会長、三上副部会長が出席し、ロンアン

省人民委員会からはウト委員長（NGUYEN VAN UT氏）の他、外務

局、計画投資局、経済地区管理委員会、商工局、スポーツ・文化局の幹

部らが出席しました。

バリアブンタウ省人民委員会  カン副委員長表敬訪問  （２０２２年６月２日）

JCCHからは水嶋会頭をはじめ、比良井副会頭、小野瀬副会頭 兼 税

務・通関委員長、福西スポーツ・文化委員長、バリアブンタウ部会の宮村

部会長、青山副部会長が出席し、バリアブンタウ省人民委員会からはカ

ン副委員長（LE NGOC KHANH氏）の他、外務局、税務局、計画投資

局、交通運輸局、工業団地管理委員会、同省公安幹部が出席しました。

ビンズン省人民委員会  ハー副委員長表敬訪問  （２０２２年６月３日）

JCCHからは水嶋会頭をはじめ、比良井副会頭、小野瀬副会頭 兼 税

務・通関委員長、ビンズン部会の長戸部会長、岸野副部会長、宮浜理

事、白子理事、永田理事が出席し、ビンズン省人民委員会からはハー副

委員長（NGUYEN LOC HA氏）の他、外務局、商工局の幹部が出席し

ました。

REX HOTELにて、ホーチミン市人民委員会主催でJCCHの他、アメ

リカ、韓国、ヨーロッパなど市内の主要な経済団体や企業が招かれ、マ

イ人民委員長（PHAN VAN MAI氏）や市の各部局幹部とのFDI会合

が行われました。

JCCHからは比良井副会頭と中川副会頭 兼 事業環境委員長が出席。

比良井副会頭より、当局の新型コロナウイルス感染抑制策への感謝を

伝えると共に、ホーチミン市の更なる経済発展の実現に向けて、周辺省

も含んだ包括的視点からの検討の必要性、タントアン輸出加工区のリー

ス期限の到来に伴いテナント企業の安定的な事業活動への配慮につい

て提言しました。
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地域の枠を超えた連携

ドンナイ省税関局とのFDI会合  （２０２２年６月１０日）

JCCHからは水嶋会頭、小野瀬副会頭 兼 税務通関委員長、ドンナイ部

会の新田部会長及び日系企業２４社の代表が出席しました。会員企業

が事前に提出したホーチミン市港湾使用料に関する内容等、５項目の

事前質問・要望に対して、税関局の担当者から回答があった他、当日は

参加企業からも多くの質問が寄せられました。

社会保険機構主催

「在ベトナム日系企業との社会保険健康保険政策実施に関する対話集会」に参加  （２０２２年１０月１１日）

バリアブンタウ省にて、社会保険機構主催の「在ベトナム日系企業との

社会保険健康保険政策実施に関する対話集会」が開催されました。

また、社会保険・健康保険に関する法律順守において、優良企業として

日系企業１２社が表彰されました。

ドンナイ省人民委員会  ホアン副委員長表敬訪問  （２０２２年６月７日）

の他、外務局、計画投資局、工業団地管理委員会、商工局、税関局、税

務局、友好連合会の幹部らが出席しました。

JCCHからは水嶋会頭をはじめ、比良井副会頭、小野瀬副会頭 兼 税

務・通関委員長、ドンナイ部会の新田部会長、片山理事が出席し、ドンナ

イ省人民委員会からはホアン副委員長（NGUYEN THI HOANG氏）

ロンアン省投資誘致・対話会合  （２０２２年８月２３日）

とに謝意を表明しました。

また、ロンアン省ウト委員長（NGUYEN VAN UT氏）は「今回だけでな

く、政府機関と日系企業の相互理解を深めるために、今後もより多くの

対話の場を設けていきたい。企業が事業活動を円滑に遂行できるよう

に省は全力で支えていく所存だ」と述べました。

本会合ではロンアン省の投資環境に関するポテンシャルとビジネスチャ

ンスが紹介され、その後日系企業との対話セッションでは労働許可申

請や税務調査など、事前にJCCHが集約した意見要望12項目につい

て取り上げられました。

水嶋会頭は、同省政府が日系企業の要望を聞く場を設けてくださるこ

事業・生活環境の改善
ホーチミン市および周辺省との連携

活 動
報 告
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地域の枠を超えた連携

ドンナイ省税関局とのFDI会合  （２０２２年６月１０日）

JCCHからは水嶋会頭、小野瀬副会頭 兼 税務通関委員長、ドンナイ部

会の新田部会長及び日系企業２４社の代表が出席しました。会員企業

が事前に提出したホーチミン市港湾使用料に関する内容等、５項目の

事前質問・要望に対して、税関局の担当者から回答があった他、当日は

参加企業からも多くの質問が寄せられました。

社会保険機構主催

「在ベトナム日系企業との社会保険健康保険政策実施に関する対話集会」に参加  （２０２２年１０月１１日）

バリアブンタウ省にて、社会保険機構主催の「在ベトナム日系企業との

社会保険健康保険政策実施に関する対話集会」が開催されました。

また、社会保険・健康保険に関する法律順守において、優良企業として

日系企業１２社が表彰されました。

ドンナイ省人民委員会  ホアン副委員長表敬訪問  （２０２２年６月７日）

の他、外務局、計画投資局、工業団地管理委員会、商工局、税関局、税

務局、友好連合会の幹部らが出席しました。

JCCHからは水嶋会頭をはじめ、比良井副会頭、小野瀬副会頭 兼 税

務・通関委員長、ドンナイ部会の新田部会長、片山理事が出席し、ドンナ

イ省人民委員会からはホアン副委員長（NGUYEN THI HOANG氏）

ロンアン省投資誘致・対話会合  （２０２２年８月２３日）

とに謝意を表明しました。

また、ロンアン省ウト委員長（NGUYEN VAN UT氏）は「今回だけでな

く、政府機関と日系企業の相互理解を深めるために、今後もより多くの

対話の場を設けていきたい。企業が事業活動を円滑に遂行できるよう

に省は全力で支えていく所存だ」と述べました。

本会合ではロンアン省の投資環境に関するポテンシャルとビジネスチャ

ンスが紹介され、その後日系企業との対話セッションでは労働許可申

請や税務調査など、事前にJCCHが集約した意見要望12項目につい

て取り上げられました。

水嶋会頭は、同省政府が日系企業の要望を聞く場を設けてくださるこ

事業・生活環境の改善
ホーチミン市および周辺省との連携
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事業・生活環境の改善
ホーチミン市および周辺省との連携
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バリアブンタウ省人民委員会とのラウンドテーブルを開催  （２０２２年１２月１６日）

本会合では交通インフラ、移転価格税制の税務調査、株主代表権に関

する要望等５件が取り上げられました。どれも日系企業にとって重要か

つ関心の高いテーマとなっており、バリアブンタウ部会の宮村部会長か

らは各要望の改善に向けて関連する中央政府への連携を望むと述べる

とともに、今後もラウンドテーブルの開催継続を要望しました。

ビンズン省人民委員会とFDI企業との会合に出席  （２０２３年１月４日）

本会合では同省における瞬間停電の問題や物流能力の向上に関する

内容等、部会員企業から集約した１０項目の意見・要望が取り上げられ

ました。

ドンナイ省人民委員会とFDI企業との会合に出席  （２０２３年３月３１日）

JCCHからはドンナイ部会の新田部会長をはじめ、福島副部会長及び

理事らが出席しました。

ドンナイ省人民委員会ホアン副委員長（NGUYEN THI HOANG氏）は

「企業がパートナーを見つけ、長期的な協力関係を築いていくきっかけ

となることを期待すると共に、今後も企業交流を促進するイベントを開

催していく」と述べました。

日系企業における現地調達率の向上や、現地企業との商談機会の創出

を目的として開催され、日系企業とのビジネス拡大に意欲的な３６社の

現地企業と、日系企業約６０社が参加しました。

各ブースでは現地企業によるプレゼンテーションが行われ、日系企業側

の参加者からはサプライヤー候補が見つかったとの声も上がりました。

ドンナイ省人民委員会、JCCH、近畿経済産業局、（一財）海外産業人材育成協会（AOTS）の共催で

ドンナイ省における日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会を開催  （２０２２年１１月３日）
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事業・生活環境の改善
ホーチミン市および周辺省との連携
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バリアブンタウ省人民委員会とのラウンドテーブルを開催  （２０２２年１２月１６日）

本会合では交通インフラ、移転価格税制の税務調査、株主代表権に関

する要望等５件が取り上げられました。どれも日系企業にとって重要か

つ関心の高いテーマとなっており、バリアブンタウ部会の宮村部会長か

らは各要望の改善に向けて関連する中央政府への連携を望むと述べる

とともに、今後もラウンドテーブルの開催継続を要望しました。

ビンズン省人民委員会とFDI企業との会合に出席  （２０２３年１月４日）

本会合では同省における瞬間停電の問題や物流能力の向上に関する

内容等、部会員企業から集約した１０項目の意見・要望が取り上げられ

ました。

ドンナイ省人民委員会とFDI企業との会合に出席  （２０２３年３月３１日）

JCCHからはドンナイ部会の新田部会長をはじめ、福島副部会長及び

理事らが出席しました。

ドンナイ省人民委員会ホアン副委員長（NGUYEN THI HOANG氏）は

「企業がパートナーを見つけ、長期的な協力関係を築いていくきっかけ

となることを期待すると共に、今後も企業交流を促進するイベントを開

催していく」と述べました。

日系企業における現地調達率の向上や、現地企業との商談機会の創出

を目的として開催され、日系企業とのビジネス拡大に意欲的な３６社の

現地企業と、日系企業約６０社が参加しました。

各ブースでは現地企業によるプレゼンテーションが行われ、日系企業側

の参加者からはサプライヤー候補が見つかったとの声も上がりました。

ドンナイ省人民委員会、JCCH、近畿経済産業局、（一財）海外産業人材育成協会（AOTS）の共催で

ドンナイ省における日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会を開催  （２０２２年１１月３日）
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日本人学校入学式  （２０２２年４月１２日）

２０２０年度は小学部４５６名、中学部１３４名、全校児童・生徒数５９０

名でのスタートとなりました。

JCCHからは水嶋会頭らが出席し、新入生の心を掴む祝辞を述べま

した。

日本人学校ホーチミン祭を開催  （２０２２年６月１２日）

今年の全体のテーマは「咲き誇れ歌の華」。各学年がそれぞれテーマ

を掲げて約1か月間一生懸命に練習を重ね、本番のステージでは素晴

らしい合唱や合奏を披露しました。

日本人学校運動会を開催 （２０２２年１０月２日）

全校児童・生徒が参加した大玉送りでは熱戦が繰り広げられ、多くの

声援が上がり、例年と変わらない盛り上がりを見せた素晴らしい運動

会となりました。

小学部・中学部の卒業証書授与式 （２０２３年３月９日）

２０２２年度ホーチミン日本人学校の卒業式が執り行われました。在校

生や保護者の方々が見守る中、小学部6年生５５名、中学部3年３３名

が卒業を迎えました。

来賓として、在ホーチミン日本国総領事館の渡邊総領事、JCCHからは

水嶋会頭 兼 日本人学校運営委員長、小浜事務局長が出席しました。

卒業生の皆さんには、自分の夢を大切に、そしてその実現を目指して、

これからも大いにチャレンジしていってほしいと思います。

ベトナム南部唯一の日本人学校であるホーチミン日本人学校は１９９７年にホーチミン日本商工会（当時）によって設立

されました。現在も引き続き、JCCHが子どもの教育になくてはならない日本人学校の運営も同校と連携しながら行っ

ています。

２０２１年は新型コロナウイルスの影響による駐在員の帰任等で児童・生徒数が減少しましたが、２０２３年3月末時点で

は約５６０名とコロナ前の水準に回復しつつあります。

日本人社会への協力
日本人学校の運営

活 動
報 告
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ベトナムでは在住日本人のための日本人会の設置が、オフィシャルな形では認められておらず、JCCHがそれに代わる

役割を担っています。

２０２０、２０２１年度は新型コロナウイルスの影響により各種イベントの開催はできませんでしたが、２０２２年度に入り

JCCHは在留邦人の親睦を深めるため、様々な交流会を積極的に開催してきました。

日本人社会への協力
在ベトナム邦人の生活のため

活 動
報 告

Theme2
JCCHチャリティー・スポーツ大会を開催  （２０２２年１０月３０日）

【 各競技優勝企業一覧 】

①運動会

   大縄跳び ： TOYOTA TSUSHO VIETNAM - HCMC BRANCH

   玉入れ ： UNITED INSURANCE COMPANY OF VIETNAM

   4KM駅伝 ： SAPPORO VIETNAM & OTSUKATHANG NUTRITION

   綱引き ： SETTSU CARTON VIETNAM

   障害物リレー ： TOKIO MARINE INSURANCE VIETNAM

   リレー ： SETTSU CARTON VIETNAM

②バドミントン1位 ： ASICS SOURCING (VIETNAM)

③フットサル1位 ： OTSUKA THANG NUTRITION

【 ご協賛企業様 】

● エロヴィ ベトナム様

● インターフード様

● エースコックベトナム様

● エスファイブサイゴン様

● サントリー ペプシコ・ベトナム・ビバレッジ様

● ハウスベトナム様

● ロートベトナム様

● ロッテベトナム様

● 大塚タンニュートリション様

【 物品提供・医療支援を頂いた企業様 】

● 王子テックス（ベトナム）様

● ラッフルズメディカルクリニック ホーチミンシティ様

【 運営協力を頂いた団体様 】

● 日本人卓球同好会様（卓球）

● ホーチミン７バドミントンクラブ様（バドミントン）

● サイゴンニッポン様（バレーボール）

● Vietnam shuttlecock様（ダーカウ）

● ADVANCE FOOTBALL CLUB様（フットサル）

● ホーチミン・ふります会様（テニス）

● サイゴン・フェニックス少年野球クラブ様（野球）

● サイゴンラクロスクラブ様（ラクロス）

● サイゴンモンスーンアルティメット様（アルティメット）

【 ステージ出演団体様 】

● SARII's CHEER -DREAM様（チアダンス）

● ホーチミン市剣道愛好会様（剣道）

● 国際空手道連盟極真会館 坂本派 ベトナム支部様(空手)

当日は企業対抗運動会・フットサル大会・バドミントン大会の３つの競技

の他、各種スポーツ体験会、ステージ演舞、協賛企業ブースなども設け

ました。競技では各社熱戦が繰り広げられ、日本人、ベトナム人双方の

参加者が楽しみながらスポーツ交流を行いました。

参加者から任意でご支援いただいたチャリティー募金は、最終的に

合計で7,631,500VND（約３０６ドル）となりました。

スポーツ・文化委員会主催のイベントで、競技参加者、応援の方など合

わせて１，７００名以上が来場しました。

２０１９年度まではチャリティーマラソン大会を開催していましたが、新

型コロナウイルスの影響により長らく開催を見合わせており、このたび

日越外交関係樹立５０周年認定事業プレイベントとして、様々な競技を

お楽しみ頂けるスポーツ大会へと衣替えし、初めて開催しました。

会員企業の日本人と
ベトナム人が１，７００
名以上参加

玉入れの企業対抗
戦の様子

フットサルの企業対
抗戦では多くのベト
ナム人が参加

両者譲らずの熱の
入った互角の勝負

競技の他、剣道、空
手、チアダンスなどの
ステージ演舞も開催
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ベトナムでは在住日本人のための日本人会の設置が、オフィシャルな形では認められておらず、JCCHがそれに代わる

役割を担っています。

２０２０、２０２１年度は新型コロナウイルスの影響により各種イベントの開催はできませんでしたが、２０２２年度に入り

JCCHは在留邦人の親睦を深めるため、様々な交流会を積極的に開催してきました。

日本人社会への協力
在ベトナム邦人の生活のため

活 動
報 告

Theme2
JCCHチャリティー・スポーツ大会を開催  （２０２２年１０月３０日）

【 各競技優勝企業一覧 】

①運動会

   大縄跳び ： TOYOTA TSUSHO VIETNAM - HCMC BRANCH

   玉入れ ： UNITED INSURANCE COMPANY OF VIETNAM

   4KM駅伝 ： SAPPORO VIETNAM & OTSUKATHANG NUTRITION

   綱引き ： SETTSU CARTON VIETNAM

   障害物リレー ： TOKIO MARINE INSURANCE VIETNAM

   リレー ： SETTSU CARTON VIETNAM

②バドミントン1位 ： ASICS SOURCING (VIETNAM)

③フットサル1位 ： OTSUKA THANG NUTRITION

【 ご協賛企業様 】

● エロヴィ ベトナム様

● インターフード様

● エースコックベトナム様

● エスファイブサイゴン様

● サントリー ペプシコ・ベトナム・ビバレッジ様

● ハウスベトナム様

● ロートベトナム様

● ロッテベトナム様

● 大塚タンニュートリション様

【 物品提供・医療支援を頂いた企業様 】

● 王子テックス（ベトナム）様

● ラッフルズメディカルクリニック ホーチミンシティ様

【 運営協力を頂いた団体様 】

● 日本人卓球同好会様（卓球）

● ホーチミン７バドミントンクラブ様（バドミントン）

● サイゴンニッポン様（バレーボール）

● Vietnam shuttlecock様（ダーカウ）

● ADVANCE FOOTBALL CLUB様（フットサル）

● ホーチミン・ふります会様（テニス）

● サイゴン・フェニックス少年野球クラブ様（野球）

● サイゴンラクロスクラブ様（ラクロス）

● サイゴンモンスーンアルティメット様（アルティメット）

【 ステージ出演団体様 】

● SARII's CHEER -DREAM様（チアダンス）

● ホーチミン市剣道愛好会様（剣道）

● 国際空手道連盟極真会館 坂本派 ベトナム支部様(空手)

当日は企業対抗運動会・フットサル大会・バドミントン大会の３つの競技

の他、各種スポーツ体験会、ステージ演舞、協賛企業ブースなども設け

ました。競技では各社熱戦が繰り広げられ、日本人、ベトナム人双方の

参加者が楽しみながらスポーツ交流を行いました。

参加者から任意でご支援いただいたチャリティー募金は、最終的に

合計で7,631,500VND（約３０６ドル）となりました。

スポーツ・文化委員会主催のイベントで、競技参加者、応援の方など合

わせて１，７００名以上が来場しました。

２０１９年度まではチャリティーマラソン大会を開催していましたが、新

型コロナウイルスの影響により長らく開催を見合わせており、このたび

日越外交関係樹立５０周年認定事業プレイベントとして、様々な競技を

お楽しみ頂けるスポーツ大会へと衣替えし、初めて開催しました。

会員企業の日本人と
ベトナム人が１，７００
名以上参加

玉入れの企業対抗
戦の様子

フットサルの企業対
抗戦では多くのベト
ナム人が参加

両者譲らずの熱の
入った互角の勝負

競技の他、剣道、空
手、チアダンスなどの
ステージ演舞も開催
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日本人社会への協力
在ベトナム邦人の生活のため

活 動
報 告

Theme2
【 ホールインワン賞スポンサー企業様（以下順不同） 】

● HÔTEL du PARC HANOÏ様

● Hotel Nikko Hai Phong様

● Huong Thuy Corporation様

● Isuzu Vietnam様

● RYOBI (VIETNAM) DISTRIBUTION SERVICE様

JCCH懇親ゴルフ大会２０２２を開催  （２０２２年１２月４日）

スポーツ・文化委員会の主催で２年ぶりの開催となる「JCCH懇親ゴル

フ大会２０２２」をタンソンニャットゴルフ場で開催しました。

プレー終了後に行われた表彰式では、順位賞の発表やラッキードロー

もあり、大変な盛り上がりの中、盛会のうちに終了しました。

今年は参加者全員向けの参加賞として１８社の企業様の他、１９０社の

企業様に協賛品のご提供を頂きました。さらにホールインワン賞には

右記の５社より賞品をご提供頂きました。

日本人とベトナム人が一体となって
日本文化である盆踊りを楽しみ、日
越交流の機会に

開会に当たって水嶋会頭が挨拶

三上ナミ氏が『そうだ！ベトナムに行きま
しょう！』をパフォーマンスを交えて熱唱

JCCH２０２３年チャリティー新年会～日越外交関係樹立５０周年記念～を開催  （２０２３年１月６日）

恒例となっている餅つきには2歳の
お子様から大人まで参加

４００名を超える会員・家族の皆様が
参加し、新年を祝う盛大なイベントに

く楽曲を募集した「日越友好ソングコンテスト」の受賞曲が披露されま

した。

会場では、ミュージックビデオに出演した日本人とベトナム人の子ども

たち6名が合唱。その後、三上ナミ氏の熱唱のほか、続いてキッズチア

ダンス、極真空手ホーチミン道場の子どもたちの元気いっぱいの演舞

など、会場は大いに盛り上がりました。

スポーツ・文化委員会主催で、3年ぶりの開催となる本イベントには、

４００名を超える会員・家族の皆様が参加しました。初めに在ホーチミン

日本国総領事館の渡邊信裕総領事から祝辞を頂いた後、水嶋恒三会頭

の乾杯で新年の始まりをお祝いしました。

今年は日越外交関係樹立５０周年を記念し、ベトナム日本商工会議所

（JCCI）とホーチミン日本商工会議所（JCCH）の共催にて、一般から広

集合時間が日曜朝４時と早朝にも
関わらず、ボランティアの方 が々協力

プレー後は昼食会兼表彰式を開催
し、大いに盛り上がる

プレー開始前に参加者全員で記念
撮影

第8回ジャパン・ベトナム・フェスティバル（日越友好平和ぼんおどり大会）を開催　（２０２３年２月２５日）

スポーツ・文化委員会は２月２５日～２６日に開催された第８回ジャパ

ン・ベトナム・フェスティバルにて野球、ラクロス、アルティメットなど

様々なスポーツを体験できる「JCCHスポーツ体験エリア」を設置しま

した。

また、２５日夜には９月２３日公園のメインステージにおいて、「日越友

好平和ぼんおどり大会」を開催しました。

この日のために練習を重ねた「日越友好囃」と「日越平和音頭」の２種類

の盆踊りを、揃いの青い法被で披露しました。会場にはJCCH会員企

業の従業員や家族、日本人学校の児童・生徒をはじめ約４００名の方々

が来場しました。
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ベトナム社会への貢献と交流促進
ベトナム社会との共存共栄を目指して

活 動
報 告

Theme3
我々が事業活動を行い、そして生活しているベトナム社会への感謝の気持ちを込めて、社会貢献活動を行っていくこと

もJCCHの重要な活動の一つです。

2022年度はコロナ禍による様々な活動制限が緩和したので、従来の形に戻り、児童福祉施設へ子どもたちの生活に

必要な物資の寄贈や、日本語を学習する中高生の日本語スピーチコンテストへの支援など、皆様からお預かりした寄付

金をベトナム社会への貢献活動のために活用しました。

Mai Am Thien Than児童福祉施設を訪問  （２０２２年１０月２２日）

社会貢献委員会の臼井副委員長及び委員７名で、ホーチミン市９区に

ある「Mai Am Thien Than児童福祉施設」を訪問しました。この施設

には産まれたばかりの乳幼児から１０歳位までの子どもたち約１２０名

が共に暮らしています。

同施設へは２０２１年１月３０日に初めて訪問した際に、継続訪問をお約

束していましたが、新型コロナウイルスの影響により久しぶりの訪問と

なりました。
施設職員の方から「新型コロナウイ
ルスの際は施設の運営に苦労しま
した。今回のような支援に大変感謝
します」とのコメント

スマートテレビやベトナム語版日本
の絵本の他、会員企業のヤクルトベ
トナム様から寄贈のヤクルト３００本
を子どもたちへプレゼント

Van Lang短期大学との交流会を開催  （２０２２年１１月４日）

本交流会の目的は日本語を話す機会が少ないベトナム人日本語学習者

に向けて、日本語を使う機会を設定し、日本語学習のモチベーション

アップにつなげることです。

委員と学生がグループを作って自由
に日本語で歓談

社会貢献委員会委員１０名が約５０
名の学生と交流

中高生日本語スピーチコンテストへの支援  （２０２２年１１月２５日）

ホーチミン市教育訓練局主催の中高生対象日本語スピーチコンテスト

（決勝大会）がマリーキュリー高校にて開催され、JCCHより水嶋会頭、

社会貢献委員会の水野委員長等が審査員として出席しました。

本コンテストは５回目となり、当日は
決勝大会として日本語を学習する
中高生約１９０名から選抜された１４
名が参加

2022年度も社会貢献委員会から
決勝出場者へ賞品を提供
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【 本事業にご協賛頂いたJCCH加盟日系企業様（アルファベット順）】

● ACECOOK VIETNAM様

● FUJIYA VIETNAM様

● HOUSE FOODS VIETNAM様

● INTERFOOD SHAREHOLDING COMPANY様

● KEWPIE VIETNAM様

● LOTTE VIETNAM様

● YAKULT VIETNAM様

「海岸清掃プロジェクトinバリアブンタウ」を開催  （２０２３年２月１９日）

JCCHで第三回目となる本プロジェクトは、ベトナムの環境問題への取

り組みとして３年ぶりに開催し、会員企業より約１６０名（うち約７割が

ベトナム人スタッフとその家族）が参加しました。

「ホーチミン市ストリートチルドレン友の会」の学生へテトギフトを寄贈  （２０２３年１月１２日～１３日）

社会貢献委員会は「ホーチミン市ストリートチルドレン友の会」が運営す

る教育施設２か所で無料教育を受ける、金銭的な理由で学校に通えな

い子どもたち５３０名を対象にテトの贈り物を寄贈しました。

JCCH加盟の日系企業各社様から
の協賛と共に社会貢献委員会から
文房具を寄贈

子どもたちから大きな歓声が上がる
ことも

月々の授業料（４００，０００VND）が
支払えない家庭の子どもたちがこの
センターで勉強に励む

懇親昼食会の前に参加者全員で
記念撮影

ゴミ袋が全てなくなる程の予想以上
のゴミを回収

天候に恵まれ、到着早々参加者の
方々がゴミ袋を手にして砂浜でゴミ
を拾う
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事業に役立つ学び

活 動
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Theme4
JCCHでは各分野の専門家が講師として登壇する、会員企業対象の無料セミナーを定期的に開催しています。毎回定

員を超える申し込みがある程、ご好評を頂いております。

2022年度も税制と法律に関するセミナーから、快適で安全な暮らしのための生活情報まで、広範囲にわたるセミナー

を開催しました。

セミナー以外にも様々な学びの機会など、当地で事業や生活をされている会員企業様向けに役に立つ情報を提供して

います。

委 員 長 ： 荒井 泰資氏（ベトナム日本製鉄）

副委員長 ： 中川 幹久氏（長島・大野・常松法律事務所）

企業委員 ： 坂野 慎後氏（富士フイルムビジネスイノベーションベトナム）

  井上 公志氏（双日協同飼料）

  児玉 圭太氏（VIETNAM RARE ELEMENTS CHEMICAL）

  海老名 秀樹氏（高圧ガス工業ベトナム）

  吉田 直文氏（ベトナムNOK）

委 員 長 ： 荒井 泰資氏（ベトナム日本製鉄）

パネリスト ： 岸菜 圭一郎氏（CUBE SYSTEM VIETNAM）

  大野川 康人氏（ISB VIETNAM）

  高橋 馨氏（ABE INDUSTRIAL VIETNAM）

  片山 雅敏氏（VIETNAM WACOAL CORP）

ベトナム労働法セミナー「基礎編」を開催  （２０２２年１０月５日）

労務委員会主催でベトナム労働法の概要について、当委員会の弁護士

委員や企業委員が登壇し、講義及びパネルディスカッション形式にて法

律の内容や対応例について解説しました。

第2回労務委員会セミナーを開催  （２０２３年３月２３日）

労務委員会主催で「データから読み取るベトナム人材の定着率向上の

ヒント」（リテンション施策）をテーマとし、当地で事業を展開されている

企業様が登壇して、ベトナムでのリテンション施策や事例について解説

しました。

第1部 大矢 和秀弁護士（西村あさ
ひ法律事務所 ホーチミン事務所）

第2部 三木 康史弁護士（アンダー
ソン・毛利・友常法律事務所 ホーチ
ミンオフィス）

企業委員によるパネルディスカッ
ション

2022年も当初の予定人数を大きく
超えて、会場とオンラインを合わせて
約３００名が参加

第２部 講師 近藤 俊弥氏（LINK 
AND MOTIVATION）

対面式のみの開催で約１４０名が参加

第1部 講師 古屋 竹雄氏（QUICK 
VIETNAM）

22

▲ Return Next ▼ Print▲ 目次へ戻る ▼



活
動
報
告
  

Th
em

e 
4

学び
事業に役立つ学び

活 動
報 告

Theme4
JCCHでは各分野の専門家が講師として登壇する、会員企業対象の無料セミナーを定期的に開催しています。毎回定

員を超える申し込みがある程、ご好評を頂いております。

2022年度も税制と法律に関するセミナーから、快適で安全な暮らしのための生活情報まで、広範囲にわたるセミナー

を開催しました。

セミナー以外にも様々な学びの機会など、当地で事業や生活をされている会員企業様向けに役に立つ情報を提供して

います。

委 員 長 ： 荒井 泰資氏（ベトナム日本製鉄）

副委員長 ： 中川 幹久氏（長島・大野・常松法律事務所）

企業委員 ： 坂野 慎後氏（富士フイルムビジネスイノベーションベトナム）

  井上 公志氏（双日協同飼料）

  児玉 圭太氏（VIETNAM RARE ELEMENTS CHEMICAL）

  海老名 秀樹氏（高圧ガス工業ベトナム）

  吉田 直文氏（ベトナムNOK）

委 員 長 ： 荒井 泰資氏（ベトナム日本製鉄）

パネリスト ： 岸菜 圭一郎氏（CUBE SYSTEM VIETNAM）

  大野川 康人氏（ISB VIETNAM）

  高橋 馨氏（ABE INDUSTRIAL VIETNAM）

  片山 雅敏氏（VIETNAM WACOAL CORP）

ベトナム労働法セミナー「基礎編」を開催  （２０２２年１０月５日）

労務委員会主催でベトナム労働法の概要について、当委員会の弁護士

委員や企業委員が登壇し、講義及びパネルディスカッション形式にて法

律の内容や対応例について解説しました。

第2回労務委員会セミナーを開催  （２０２３年３月２３日）

労務委員会主催で「データから読み取るベトナム人材の定着率向上の

ヒント」（リテンション施策）をテーマとし、当地で事業を展開されている

企業様が登壇して、ベトナムでのリテンション施策や事例について解説

しました。

第1部 大矢 和秀弁護士（西村あさ
ひ法律事務所 ホーチミン事務所）

第2部 三木 康史弁護士（アンダー
ソン・毛利・友常法律事務所 ホーチ
ミンオフィス）

企業委員によるパネルディスカッ
ション

2022年も当初の予定人数を大きく
超えて、会場とオンラインを合わせて
約３００名が参加

第２部 講師 近藤 俊弥氏（LINK 
AND MOTIVATION）

対面式のみの開催で約１４０名が参加

第1部 講師 古屋 竹雄氏（QUICK 
VIETNAM）
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Theme4
【主な視察・訪問先等】  ハノイ市都市鉄道関連、タインホア省ギソンの火力発電所

国内視察：ハノイ・タインホアへの視察団  （２０２３年３月２日～３日）

委員長 ： 山崎 浩司氏（丸紅ベトナム）

司　会 ： 生活環境委員 町田 花菜子氏（丸紅ベトナム）

生活環境委員会主催の本セミナーは「ホーチミン市における治安情勢

と安全対策について」をテーマに、在ホーチミン日本国総領事館の高木

領事にご講演いただきました。

参加者からは「非常に有益なセミナーだった」、「実際のスリ現場や交通

事故の動画を見て、改めて身が引き締まる思いになった」などの感想

がありました。

第1回生活セミナー「新規赴任者とそのご家族の方々へ」を開催  （２０２２年９月９日）

生活環境委員会主催の本セミナーは新規赴任者の方、またそのご家族の方向けに企画され、「ベトナムで気を

付けるべき病気や怪我」、「予防接種・健康診断事情」、「海外旅行保険の重要性」等をロータスクリニックの白井

先生にご講演頂きました。

参加者からは「日本語で検索しても出てこない情報もあり役に立った」などの感想がありました。

タインホア省ギソンの火力発電所
の訪問

ギソンNS2PC発電所内施設の
見学

ハノイメトロカンパニー施設の見学
と講話の様子

ハノイ市都市鉄道に試乗

WEB開催（ZOOM）で約１２０名が視聴

第2回生活セミナー「ホーチミン市における治安情勢と安全対策について」を開催  （２０２３年１月１２日）

講師 高木 陽平氏（左：在ホーチミン
日本国総領事館）

WEB開催（ZOOM）で約１２０名が
視聴

税務・通関委員会では毎年大好評の税制セミナーを2022年度も開催しました。

2022年度は全てWEB開催とし、５つのテーマに分けて会員企業の関心の高い、税制の基礎や税務調査の

最新動向について解説しました。

税務・通関委員会主催　　税制セミナーシリーズを開催（全5回）

本視察団は、ハノイ市の都市鉄道関連施設及びタインホア省の火力発電所を視察し、ベトナムが今後直面していく課題や目指すべき方向性について考察

し、エネルギーの最新動向を学ぶことによって、ベトナムにおける事業環境の更なる改善につなげていくことを目的に開催しました。

第 1 回

● 日　時 ： ２０２２年１０月２５日 （火）

● テーマ ： 個人所得税制の基礎

● 講師・役職 ： GRANT THORNTON VIETNAM

  ダイレクター 仁科 仁氏

● 視聴者数 ： １５６名

第 3 回

● 日　時 ： ２０２２年１２月１３日 （火）

● テーマ ： 付加価値税 ・ 外国契約者税編

● 講師・役職 ： AGS ACCOUNTING

  マネージャー 鶴田 明久氏

● 視聴者数 ： １２５名

第 4 回

● 日　時 ： ２０２３年１月１７日 （火）

● テーマ ： 法人税制編

● 講師・役職 ： ES CONSULTING VIETNAM

  シニアマネージャー 高田 真氏

● 視聴者数 ： １２５名

第 5 回

● 日　時 ： ２０２３年２月２１日 （火）

● テーマ ： 税務調査編

● 講師・役職 ： KPMG ダイレクター 谷中 靖久氏

   マネージャー 牧村 一輝氏

● 視聴者数 ： １６２名

第 2 回

● 日　時 ： ２０２２年１１月１５日 （火）

● テーマ ： 移転価格税制編

● 講師・役職 ： EY ベトナム

  マネージャー 髙野 宏太氏

● 視聴者数 ： １５８名
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２０２２年度新年度会兼新規赴任者交流会  （２０２２年６月６日）

本イベントは企業交流委員会及びスポーツ・文化委員会の共催で、コロ

ナ禍で激動となった２０２１年度を乗り切った在留邦人の「自主慰労会」

と、過去２年間の新規赴任者の「ネットワーキングの場」として開催しま

した。

当日は４００名以上が参加 会場では至る所で名刺交換があり
活発に交流

第１回ふらっとJCCH兼新規入会企業との交流会  （２０２２年１０月４日）

本イベントは企業交流委員会主催で、「ふらっと、気軽に立ち寄れる交

流の場」をテーマとして２０１７年度より開催しています。部会、業種、世

代の枠を超えた会員相互の交流の機会として、JCCH会員間のネット

ワーク作りの場として定着して参りました。

また、2022年度はコロナ禍の影響で長らく開催を見合わせていた「新

規入会企業との交流会」も兼ねており、２０２０年度１１月以降に入会さ

れた企業の中から約５０社が参加しました。

水嶋会頭による乾杯の発声 当日は約２００名が参加

ドンナイ省における「日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会」  （２０２２年１１月3日）

ドンナイ省人民委員会、ホーチミン日本商工会議所、近畿経済産業局、

一般財団法人海外産業人材育成協会の共催による本イベントは、日系

企業における現地調達率の向上や、現地企業との商談機会の創出を目

的として開催されました。

日系企業とのビジネス拡大に意欲的なベトナム企業３６社とJCCH会

員企業４社が出展し、JCCH会員企業をはじめとした日系企業５６社が

参加しました。

2022年度で６回目の開催 各社のブースでは名刺交換や個別
面談が活発に

第２回ふらっとJCCH兼新規入会企業との交流会 （２０２３年３月１４日）

２０２２年度2回目の開催となった本交流会は「ふらっとJCCH」に加

え、新規でJCCHにご入会い頂いた企業を招待する形で開催しまし

た。２０２０年度１１月以降に入会された企業の中から約２０社が参加

しました。

当日は１２２名が参加 企業交流委員会の池田委員長（右端）

活
動
報
告
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JCCHでは部会の枠を超えた会員同士が交流する機会の創出や、ベトナム国内・国外の諸団体との協力関係の構築にも

取り組んでいます。

そして、会員の皆様にお役立ていただけるよう、ネットワークの拡大・深化に努めています。

協力と交流
国内外との積極的なネットワーク作り

活 動
報 告

Theme5
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２０２２年度新年度会兼新規赴任者交流会  （２０２２年６月６日）
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本イベントは企業交流委員会主催で、「ふらっと、気軽に立ち寄れる交

流の場」をテーマとして２０１７年度より開催しています。部会、業種、世

代の枠を超えた会員相互の交流の機会として、JCCH会員間のネット

ワーク作りの場として定着して参りました。

また、2022年度はコロナ禍の影響で長らく開催を見合わせていた「新

規入会企業との交流会」も兼ねており、２０２０年度１１月以降に入会さ

れた企業の中から約５０社が参加しました。

水嶋会頭による乾杯の発声 当日は約２００名が参加

ドンナイ省における「日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会」  （２０２２年１１月3日）

ドンナイ省人民委員会、ホーチミン日本商工会議所、近畿経済産業局、

一般財団法人海外産業人材育成協会の共催による本イベントは、日系

企業における現地調達率の向上や、現地企業との商談機会の創出を目

的として開催されました。

日系企業とのビジネス拡大に意欲的なベトナム企業３６社とJCCH会

員企業４社が出展し、JCCH会員企業をはじめとした日系企業５６社が

参加しました。

2022年度で６回目の開催 各社のブースでは名刺交換や個別
面談が活発に

第２回ふらっとJCCH兼新規入会企業との交流会 （２０２３年３月１４日）

２０２２年度2回目の開催となった本交流会は「ふらっとJCCH」に加

え、新規でJCCHにご入会い頂いた企業を招待する形で開催しまし

た。２０２０年度１１月以降に入会された企業の中から約２０社が参加

しました。

当日は１２２名が参加 企業交流委員会の池田委員長（右端）

活
動
報
告
  

Th
em

e 
5

JCCHでは部会の枠を超えた会員同士が交流する機会の創出や、ベトナム国内・国外の諸団体との協力関係の構築にも

取り組んでいます。

そして、会員の皆様にお役立ていただけるよう、ネットワークの拡大・深化に努めています。

協力と交流
国内外との積極的なネットワーク作り

活 動
報 告

Theme5
渡邊総領事との意見交換会  （２０２２年６月９日、６月２４日）

６月９日に渡邊総領事とJCCH部会長、６月２４日に渡邊総領事と

JCCH執行役員との夕食懇親会が総領事公邸で開催されました。

渡邊総領事とJCCH部会長との集
合写真

韓国商工会議所、台湾商工会との夕食懇談会  （２０２３年２月１６日）

韓国商工会議所（KOCHAM）、台湾商工会（CTCVN）との夕食懇談会

が開催され、日本側から渡邊総領事、水嶋会頭、小野瀬副会頭、

KOCHAMからHSU WEN LUNG役員、CTCVNからCHIEN CHIH 

MING会長が出席しました。

夕食懇談会での記念写真

日本メコン地域経済委員会との夕食懇談会  （２０２３年２月１７日）

日本メコン地域経済委員会（事務局：日本・東京商工会議所）のベトナム

経済ミッションご一行が来越され、水嶋会頭をはじめJCCH委員会と

の夕食懇談会を行いました。

水嶋会頭による挨拶 水嶋会頭による乾杯の発声

日越共同イニシアティブ中間評価会合  （２０２２年７月５日）

日越共同イニシアティブは、ベトナムの投資環境改善等を目指して、２０

０３年４月に日越両国首脳の合意によって設置された枠組みです。

ハノイの計画投資省で開催された本会合では、第8フェーズの１１ワー

キングチームから進捗報告が行われました。

参加者による集合写真

活
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協力と交流
国内外との積極的なネットワーク作り

活 動
報 告
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日越外交関係樹立５０周年を記念し、JCCHから発信・浸透させるプロジェクトを実施しています。また、このような取り

組みを日本のプレゼンスを高める最大のチャンスとして活用していきます。

JCCH主導の「JCCH日越５０周年推進プロジェクト」は最大限、個別の企業色のない企画とし、公平性と透明性を担保し

た上で予算を拠出し、JCCHが活動のイニシアチブを取っています。

日越外交関係樹立50周年事業
イルミネーションパークを開催

活 動
報 告

Theme6
「日越外交関係樹立５０周年イルミネーションパーク」を開催  （２０２３年３月１５日～４月１６日）

JCCH日越外交関係樹立５０周年記念事業（特別）委員会は、ホーチミン市人民委員会の協力の下、Bach Dang Park

（１区）にて「日越外交関係樹立５０周年イルミネーションパーク」を開催しました。

「日越外交関係樹立50周年イルミネーションパーク」点灯式（２０２３年３
月１５日）

本イベントを多くのベトナムメディアが報道し、５，８５６，０００人の方々に情
報を発信

象徴的なパブリックイベントとして、より多くの方に５０周年の認知と日越
交流事業に広く参加できる場を提供

LEDライト５０万球を使用して、蓮の池を表現する水色球の中にベトナム
を象徴する蓮の花を咲かせた

日本の桜をイメージしたピンク色の電球を一面に広げたドームを設置

26

▲ Return Next ▼ Print▲ 目次へ戻る ▼



２０２２年度はホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブルに関する活動の他、日越共同イニシアティブ・第８フェーズに関する活動

についても取り組みました。また、コロナ禍で実施できていなかった視察団の派遣を３年振りに実施し、ハノイ都市鉄道２Ａ号線及び

ギソン２火力発電所を視察して参りました。来年度は海外への視察団派遣を目指して取り組んで参ります。

委員長
中川 幹久
（長島・大野・常松法律事務所）　

委員長
荒井 泰資
（ベトナム日本製鉄）

委員会別活動報告
JCCHには、「事業環境改善」「社会貢献」など、それぞれ異なるテーマを持つ１１の実行委員会が設置されています。。委員会は、委員長、１

名以上の副委員長と複数の委員によって構成されており、JCCHの主要な活動目的の1つである事業及び生活環境の改善を促進するのが

これらの委員会です。委員会への参加は任意で、また所属部会に関係なく、各委員会の主旨と専門性に基づき組織されています。

ウィズコロナに政策が転換される中、当委員会活動も対面での委員会・セミナー開催へと徐々にコロナ前の姿に回復することがで

きました。また、ワーカー賃金調査など当地で事業展開されている会員企業の皆様から多くのご要望を頂いている活動を充実さ

せていくことに取り組んで参りました。

事業環境委員会

労務委員会

　要望書の発出

● ４月１４日（木） 最低賃金引き上げに対するJCCI及びベトナム地場の業界団体等連名の要望書（社会委員会委員長、労働傷病兵・

  社会問題省大臣、商工省大臣、計画投資省大臣、農業農村開発省大臣宛）

● ９月２３日（金） サイバーセキュリティ法の施行規則を規定した政令５３／２０２２／ND-CP号に対する要望書（首相、公安省大臣宛）

　ラウンドテーブル

● ７月１日（金） ホーチミン市人民委員会（ITPC）とのキックオフ会議

● ７月４日（月） ラウンドテーブルに向けた会員企業へのアンケート送付

● １１月１６日（水） ホーチミン市人民委員会とのプレラウンドテーブル（生活環境・法務労務）

● １１月２１日（月） ホーチミン市人民委員会とのプレラウンドテーブル（税務・通関）

● １１月３０日（水） ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブル

　特別活動

● 5月17日（火） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● 5月２０日（金） 経済集中規制の運用状況等に関する公開セミナー（ベトナム商工省競争消費者庁・JICA共催）

● ６月９日（木） ベトナム／日本／EUの競争法の概要等に関する公開セミナー（ベトナム商工省競争消費者庁・JICA共催、JCCH案内協力）

● ６月１５日（水） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● ７月５日（火） 日越共同イニシアティブ・中間評価会合

● ７月２７日（水） 投資協定についてのセミナー（経済産業省）

● ９月１４日（水） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● １０月１９日（水） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● １２月１４日（水） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● １２月２２日（木） サイバーセキュリティ法の施行細則（政令５３号）に関するVBFセミナー

● １月１１日（水） JCCI日越共同イニシアティブ委員会

● ３月７日（火） 日越共同イニシアティブ／第８フェーズ・最終評価会合

　委員会会合

● ６月２１日（火）、６月３０日（木）、７月２２日（金）、８月８日（月）、１０月１３日（木）

　主な活動

● １０月５日（水） 第１回労務委員会セミナー（ハイブリッド形式）

  テーマ ： 「ベトナム労働法セミナー（基礎編）」

  講　師 ： 西村あさひ法律事務所 大矢 和秀氏、アンダーソン・毛利・友常法律事務所 三木 康史氏

● １２月１日（木） ２０２２年度ワーカー賃金調査書発行

● ３月２３日（木） 第２回労務委員会セミナー（対面式）

  テーマ ： 「データから読み取るベトナム人材の定着率向上のヒント」（リテンション施策）

  講　師 ： クイックベトナム 古谷 竹雄氏、リンクアンドモチベーション 近藤 俊弥氏

　ラウンドテーブル

● ７月１日（金） ホーチミン市人民委員会（ITPC）とのキックオフ会議

● １１月１６日（水） ホーチミン市人民委員会とのプレラウンドテーブル

● １１月３０日（水） ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブル

　委員会会合

● ６月１日（水）、７月１３日（水）、９月７日（水）、１２月７日（水）
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２０２２年度も税制ウェビナーを５回開催しました。税制ウェビナーは一定の評価は頂いているものの、今後もアンケート結果を参

考により良いウェビナーを開催して参ります。また本年度は各市省の税務局や税関局とも積極的に交流や意見交換を重ね、多くの

意見書も提出しました。今後ともこれらの活動により会員企業の事業に貢献できる事を目指して参ります。

委員長
小野瀬 貴久
（EYベトナム）

税務・通関委員会

　税制ウェビナーの開催

● １０月２５日（火） 個人所得税制編 講　師 ： GRANT THORNTON VIETNAM 仁科 仁氏

● １１月１５日（火） 移転価格税制編 講　師 ： EY ベトナム 高野 宏太氏

● １２月１３日（火） 付加価値税・外国契約者税編 講　師 ： AGS ACCOUNTING 鶴田 明久氏

● １月１７日（火） 法人税編 講　師 ： エスコンサルティングベトナム 高田 真氏

● ２月２１日（火） 税務調査編 講　師 ： KPMG 谷中 靖久氏、牧村 一輝氏

　その他活動

● ４月１日（金） ドンナイ省税関局との会合

● ４月１４日（木） ホーチミン市税関局との会合

● ４月２１日（木） 税関総局（GDC）との会合

● ５月１２日（木） ドンナイ省税関局との会合

● ５月３１日（火） 税関総局（GDC）との会合（政令１８／２０２１／ND-CP号EPE資格要件対応に関して）

● ６月１日（水） 税務・通関委員会定例会

● ６月１０日（金） ドンナイ省税関局とFDI企業との会合

● １０月２６日（水） 公安省訪問（耐火素材の認定検査方法に関する要望を実施）

● １０月２８日（金） JCCI事業環境委員会出席（耐火素材の認定検査方法に関する情報共有）

● １１月８日（火） ドンナイ省２０２０・２０２１年度納税優良企業表彰式出席

● ２月２８日（火） 税関総局（GDC）との会合

● ３月１日（水） 公安省との会合

　ラウンドテーブル

事業環境委員会と連携し税務、通関を担当。詳細は事業環境委員会の報告を参照

解決できなかった案件に関してはラウンドテーブル開催後もホーチミン税務署との協議を継続

　耐火素材

アンケートの実施、レターの発行、関係省庁との会合を実施

　立替金精算

委員会、部会からの立替金精算に際し今後銀行振込で行うことに対する税務リスクを回避すべく各市省との会合及びレターを送付

　移転価格

移転価格の税務調査に関する実態調査の実施

　政令１８号

レンタル工場に入居するEPE企業の政令１８号対応についてドンナイ省、ロンアン省と協議

　ホーチミン市港湾使用料

ホーチミン市の港湾使用料に関して主にホーチミン市と協議

ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブルではアンケート結果に基づき、具体的な事故防止対策を要求し、前向きな対応を得

られました。次年度も会員企業とホーチミン市の双方にとってプラスになるような提案を行って参ります。

委員長
山崎 浩司
（丸紅ベトナム）

生活環境委員会

　ラウンドテーブル

● ７月１日（金） ホーチミン市貿易投資促進センター（ITPC）とキックオフ会議

● ７月４日（月） ラウンドテーブルに向けたアンケート実施

● １１月１６日（水） ホーチミン市人民委員会とのプレラウンドテーブル

● １１月３０日（水） ホーチミン市人民委員会とのラウンドテーブル

　主な活動

● ９月９日（金） 第１回生活環境セミナー（WEB開催）

　  テーマ ： 「ホーチミンで健康で安全に過ごすために」（新規赴任者・ご家族向け）

　  講　師 ： Lotus Clinic 白井 拓史氏

● １月１２日（木） 第２回生活環境セミナー（WEB開催）

　  テーマ ： 「ホーチミンにおける治安情勢と安全対策について」

　  講　師 ： 在ホーチミン日本国総領事館 高木 陽平氏

　委員会会合

● ６月１４日（火）
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副委員長
平田 周二
（東急ディベロップメント）

２年間以上のコロナ禍による様々な活動制限が徐々に緩和し、今年度は１年を通して登校での対面授業が行われた他、ホーチミン

祭や運動会、修学旅行（小学部はハノイ、中学部はダナン）など、様々な行事も久々に実施できました。コロナ禍で一時的に減少し

ていた児童・生徒数も約５６０名（２０２３年３月）と、コロナ前の水準まで回復しつつあります。

日本人学校運営委員会 

　主な活動

● ４月１２日（火） 入学式

● ６月１２日（日） ホーチミン祭（３部開催に分けて密集を避ける）

● １０月２日（日） 運動会

● ３月９日（木） 中学部・小学部卒業証書授与式

　委員会会合

● ５月１１日（水）、 ７月１３日（水）、９月７日（水）、１１月９日（水）、１月１１日（水）、２月２２日（水）

２０２２年度は、ベトナムの未来を担う若者達への支援を通じて、日系企業のプレゼンス向上と日本のファン化を意識してきました。

また、会員企業の皆様の交流機会の醸成を狙って、海岸清掃プロジェクトを開催し、多くの皆様にご参加頂くことができました。

委員長
水野 善之
（損害保険ジャパン）

社会貢献委員会

　主な活動

● １０月２２日（土） ホーチミン市９区にある児童福祉施設へ学習用品を寄贈

● １１月４日（金） ヴァンランサイゴン短期大学で日本語を学ぶ学生たちとの日本語交流会

● １１月２５日（金） ホーチミン市教育訓練局主催の日本語スピーチコンテスト

● １月１２日（木）、１３日（金） ホーチミンストリートチルドレン友の会が運営する教育施設へテトギフトを寄贈

● ２月１９日（日） 海岸清掃プロジェクト in バリアブンタウ

● ３月４日（土） レホンフォン高校で日本語を学ぶ学生たちとの日本語交流会

　委員会会合

● ５月２３日（月）、６月２１日（火）、７月２６日（火）、９月２０日（火）、１０月２５日（火）、１１月２２日（火）、１２月２０日（火）、１月１７日（火）、

    ２月２１日（火）、３月２１日（火）

２０２２年度は企画した全てのイベントを開催し、前回を上回るご参加を頂きました。初めての試みとなる日本式運動会「スポーツ

大会」にはたくさんのベトナム人の皆様にもご参加頂き新しい定例イベントとなりました。恒例のジャパン・ベトナムフェスティバ

ル（JVF）での日越交流ぼんおどり大会も３年振りに開催。２０２３年度は日越外交関係樹立５０年の記念イベントを積極的に盛り

上げて参ります。

委員長
福西 英和
（ビナキョーエイスチール）

スポーツ・文化委員会

　主な活動

● ６月６日（月） ２０２２年度新年度会兼新規赴任者懇親会

● １０月３０日（日） JCCHチャリティースポーツ大会

● １２月４日（日） JCCH懇親ゴルフ大会

● １月６日（金） JCCHチャリティー新年会

● ２月２５日（土） ジャパン・ベトナムフェスティバル日越交流ぼんおどり大会、スポーツ体験イベント

● ３月１５日（水） 企業交流委員会との合同懇親会

　委員会会合

● ５月２３日（月）、７月１２日（火）、９月１９日（月）、１１月１０日（木）、１２月１日（木）、１２月２６日（月）、２月１４日（火）

委員長
池田 重之
（ベトナム三菱商事）

新型コロナウイルスの影響によりオンライン等で実施していた交流会を対面で実施することができた他、６回目となるドンナイ省

でのビジネスマッチングを開催しました。今後も時代に合った会員の皆様の交流の在り方を模索して参ります。

企業交流委員会

　主な活動

● ６月６日（月） ２０２２年度新年度会兼新規赴任者懇親会

● １０月４日（火） ふらっとJCCH兼新規入会企業交流会

● １１月３日（木） ドンナイ省における日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会

● ３月１４日（火） ふらっとJCCH兼新規入会企業交流会

● ３月１５日（水） スポーツ・文化委員会との合同懇親会

　委員会会合

● ５月１０日（火）、７月２２日（金）、９月２６日（月）、１月１２日（木）
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委員長
金山 純
（三谷産業）

ベトナム政府の「ウィズコロナ」への転換に伴い、ようやくコロナ前の生活に戻った中で、２０２３年の日越外交関係樹立５０周年に

際し、JCCH公式ホームページとは別に親しみやすく、より面白いコンテンツを掲載することを目的に同ホームページ内に専用サ

イトを設けるなど、広報委員会としても記念すべき年になるよう活動して参りました。

広報委員会

　主な活動

● ２０２３年日越外交関係樹立５０周年に際し、公式ホームページとは別に、親しみやすく、より面白いコンテンツを掲載する事を目的に

    JCCHのホームページ内に専用サイトを設けることとした

● JCCHのFacebookページの運用を継続中（いいね数は前年７，０１８人⇒今年度７，２８６人と微増）

    ただし投稿内容によってはトータルリーチ数が４，０００を超えるものもあった

● JCCHカードとCapichiとの連携による、JCCH会員向けサービス向上の施策の検討を開始

　主な活動実績

● JCCHホームページ改修（日越外交関係樹立５０周年特設サイト）

● JCCHの２０２２年度版ガイドブック作成

● 年会誌「メコンの風２０２２」発行

　委員会会合

● ５月２４日（火）、８月１９日（金）、１１月８日（火）、１月１１日（水）、３月１７日（金）

委員長
和田 正明
（みずほ銀行）

コロナ以降の新たな政治・経済・社会の動きに合わせ、柔軟かつ機動的に対応できる組織への転換を図るべく、各種制度の改正・

見直しや組織設計、日越外交関係樹立５０周年事業への参画を進めて参りました。２０２３年度も、月次での組織・規約委員会の開

催により、懸案事項や議案を集中的に討議、商工会議所活動の下支えを行って参ります。

組織･規約委員会

　主な活動

● 会員企業入会・退会管理と年度内会員名簿更新、会費徴収管理

● 諸規約・規則の整備：内規・規程類更新

● 事務局運営の効率化推進：キャッシュレス化、ペーパーレス化へのシフトに伴う業務フローの見直し提案

● 日越外交関係樹立５０周年に係るJCCH主体事業の枠組み作り、組織設計（タスクフォース設置他）

● 他委員会活動への助言・提言

　主な活動実績

● 会則の改定案策定（第五条：退会、第六条：除名）現行の会費徴収運用に則る変更

● 事務局運営ルール見直し（内規・規程類の整備、各種制度変更他）

● ２０２２年度会員企業向けアンケート実施（２０２３年２月）

● 理事定数見直し

　委員会会合

● ７月２６日（火）、１０月５日（水）、１１月１７日（木）、１２月１日（木）、１月５日（木）、２月２日（木）、３月１日（水）

委員長
古澤 康之
（イオンベトナム）

２０２３年は日越外交関係樹立５０周年を迎えますが、２０２２年はその準備として５０周年の啓発や情報共有に努めると共に、活

動方針を策定しました。この方針を元にJCCHらしい参画型企画を推進し、ベトナムと日本の更なる交流を図ります。また記念行

事に留まらず、後世に残す社会貢献や広報にも取り組み、日本のプレゼンスを高めたいと考えています。

日越外交関係樹立５０周年記念事業（特別）委員会

　主な活動

● ８月～９月 全部会への５０周年活動の情報共有、啓発活動

● ２月１６日（木） 理事会へ２０２３年度の活動方針を提示、及びイルミネーション企画実行に関する予算措置を決議

● ２月２４日（金） ５０周年記念ホーチミン市幹部と日越企業による意見交換会

● ２月２５日（土）～２６日（日） ジャパン・ベトナムフェスティバル開催

● ３月１２日（日） 志の輔らくご in ホーチミン

● ３月１５日（水） BACH DANG公園でのイルミネーション点灯式

　委員会会合

● ６月２９日（水）、８月４日（木）、９月２０日（火）、１１月９日（水）、１月５日（木）、３月１日（水）
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　２０２２年度は計５回の講演会を実施。テーマは①「最近の税務・通関上のトピックとAEO制度」、②「デジタル技術を活用し

た業務改革の事例・コツ」、③「ベトナム国内におけるスタートアップ事情について」、④「ベトナム人サッカー選手から学ぶ、ベ

トナム的チームビルディングとリーダーのあり方」、⑤「VAT還付問題と今後物流に影響し得る消防問題」でした。

　最近のベトナムでのビジネストピックを中心に、多くの会

員企業様に参考にして頂けそうなテーマで講演会を開催

いたしました。計５回の内、３回目と４回目は第一・第二

サービス部会との合同開催で実施し、部会間の垣根を超え

た交流も実現。また、８月と２月には昨年実施できなかっ

たゴルフコンペの開催も実現し、会員企業の皆様の交流の

場として活用頂きました。

部会長

山本 隆一
（豊田通商ベトナム）

部会別活動報告

JCCHの活動の基本となるのが「部会」です。部会は、業務内

容および地域で分かれており、現在、JCCHには13の部会が

あります。それぞれの部会に含まれる業種・地域については右

の表をご覧ください。各部会は、部会長、副部会長に数名の理

事を加えた役員によって運営されています。いずれの場合も、

活動の基本となるのは「部会会合」で、約2か月に1回、開催さ

れています。これに加え、所属する会員企業のニーズに合わ

せ、工場見学会や勉強会、親睦を深めるための新年会やゴル

フなど、それぞれ特色のある活動を行っています。

貿易部会

最近のトレンドを中心とした講演会を開催、部会の垣根を超えた横の交流も実現

貿易部会
建設部会
運輸部会
第一サービス部会
第二サービス部会
IT部会
金融・保険部会
ホーチミン市部会
タントアン・リンチュン部会
ビンズン部会
ドンナイ部会
ロンアン部会
バリアブンタウ部会

貿易、商業
建設、建材関連
陸海空運、倉庫運輸関連
コンサル、人材派遣、広告、流通小売、内装、教育等
旅行、医療、不動産、ホテル、飲食、警備等
情報通信、IT、ソフトウェア開発
金融、保険、不動産ファイナンス
下記以外ホーチミン市及びその他地域に所在する製造業等
タントアン工業団地及びリンチュン工業団地入居製造業
ビンズン省に所在する製造業等
ドンナイ省に所在する製造業等
ロンアン省に所在する製造業等
バリアブンタウ省に所在する製造業等

部会名称 業種区分 ・ 地域区分

　コロナも明け、対面での行事が可能になった今年度。まずは部会員企業同士の交流再開をメインに、講演会は「スマートファ

クトリー」、「ベトナムにおける不正対応の傾向と対策」、また計画投資省の方を招いての「ここがダメだよ日本人」などバラエ

ティに富んだ内容で実施。また親睦ゴルフコンペも年４回を予定通り実施する事ができました。

　更には外部諸団体との交流推進を掲げて、SACA（ホーチ

ミン建設業・建材業協会）の紹介や参加企業を招いてのビジ

ネスマッチング、北部JCC I建設部会理事や国交省

JASMOC訪問団を招いての交流会、JCCH運輸部会との

交流と、建設部会の枠を超えた交流も行う事ができました。

　新しい試み・交流にもチャレンジしましたが、皆様のご協

力のもと乗り切ることができました。理事一同より感謝申

し上げます。

部会長

佐々木 亨
（清水建設）

建設部会

建設部会員企業の交流を再起動、そして他関連団体との交流へと拡大

▲ SACAとの企業交流会
　（１１月２４日）

▲ 国交省JASMOC訪問団との企業      
　 交流会（２月２日）

▲ 懇親会の様子（３月８日） ▲ 講演会の様子（３月８日）
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　運輸部会は運送・倉庫・通関・運輸などのサービスを提供する企業の部会です。当部会は「会員企業同士の交流」を部会活動

のテーマにしています。２０２２年度はコロナによる影響はほとんどなくなり対面での集会を行う事ができるようになりまし

たので、当初の計画通りに年６回の定例会、懇親目的の新

年会、部会のゴルフコンペも開催する事ができ、会員企業

同士の情報交換と親睦の機会になりました。

　また、他部会と合同でのウェビナー、集会での合同部会

セミナーをそれぞれ１回ずつ行いました。セミナーでは特

にベトナム人とのコミュニケーションやマネジメントを中心

テーマにして、会員企業の学びや情報収集の機会を提供す

る事ができました。

部会長

小林 貴一郎
（ユーピーアール　ベトナム）

運輸部会

会員企業同士の交流と情報収集機会の提供をテーマに積極的に活動

　前年の規制を考慮した部会の実施と対照的に、交流を重視した合同部会の実施を前提とした運営となりました。合計で５回

の部会開催となりましたが、全てが他部会との合同部会となりました。今年度は基本対面での実施となり、コロナ規制緩和後

のベトナムの回復の早さを会員間で相互で確認する場となったのではないかと思います。

　以下、講演登壇者の顔触れに触れますと、スタッフ・マネ

ジメント従事者トレーナー、ベンチャーキャピタルカントリー

マネジャー、・ベトナム女子代表監督、映画俳優兼人気

Youtuberの女性など各方面の前線で活躍する方ばかり

でした。引き続き第一サービス部会としては部会内はもち

ろん、部会の垣根を超えて相互交流促進を基盤としなが

ら、前衛的な取り組みを模索していきたく考えております。

部会長

関 岳彦
（G.A.コンサルタンツベトナム）

第一サービス部会

アフターコロナのベトナムを実感できるような対面での会員間交流を重視した部会の実施

　２０２１年度は新型コロナウィルスの影響により思うように部会会合が行えず、残念な思いをしました。２０２２年度において

は環境も一変したことから年度内に懇親会を兼ねた部会を５回開催し、いずれの回も多くの部会員の皆様にご参加頂くこと

ができました。 

　コロナ禍にあって人と会う機会が長らく制限されていた

反動もあり、多くの方と交流できる場を求める声が多かっ

たため、他部会との合同開催を意図的に増やした結果、５

回のうち４回は他部会（貿易、第一サービス、IT、金融・保

険）と合同での開催となりました。講演会のテーマも普段

関わりのないような分野にまで広がり、自ずと参加者の満

足度も高まったことから、今後も定期的に合同開催を行っ

ていく予定です。

部会長

西條 友重
（JTB-TNT）

第二サービス部会

年５回の部会・懇親会を実施し、他部会とも積極的に交流

貿易・第一・第二サービス部会合同
部会の様子（１１月２４日）

合同部会の懇親会（７月２７日）

中谷茜理さん講演の様子
（３月９日）

合同部会ゲスト講演の様子
（９月２３日）

新年会の様子（１月１３日） 建設部会との合同部会
（３月２３日）

32

▲ Return Next ▼ Print▲ 目次へ戻る ▼



　運輸部会は運送・倉庫・通関・運輸などのサービスを提供する企業の部会です。当部会は「会員企業同士の交流」を部会活動

のテーマにしています。２０２２年度はコロナによる影響はほとんどなくなり対面での集会を行う事ができるようになりまし

たので、当初の計画通りに年６回の定例会、懇親目的の新

年会、部会のゴルフコンペも開催する事ができ、会員企業

同士の情報交換と親睦の機会になりました。

　また、他部会と合同でのウェビナー、集会での合同部会

セミナーをそれぞれ１回ずつ行いました。セミナーでは特

にベトナム人とのコミュニケーションやマネジメントを中心

テーマにして、会員企業の学びや情報収集の機会を提供す

る事ができました。

部会長

小林 貴一郎
（ユーピーアール　ベトナム）

運輸部会

会員企業同士の交流と情報収集機会の提供をテーマに積極的に活動

　前年の規制を考慮した部会の実施と対照的に、交流を重視した合同部会の実施を前提とした運営となりました。合計で５回

の部会開催となりましたが、全てが他部会との合同部会となりました。今年度は基本対面での実施となり、コロナ規制緩和後

のベトナムの回復の早さを会員間で相互で確認する場となったのではないかと思います。

　以下、講演登壇者の顔触れに触れますと、スタッフ・マネ

ジメント従事者トレーナー、ベンチャーキャピタルカントリー

マネジャー、・ベトナム女子代表監督、映画俳優兼人気

Youtuberの女性など各方面の前線で活躍する方ばかり

でした。引き続き第一サービス部会としては部会内はもち

ろん、部会の垣根を超えて相互交流促進を基盤としなが

ら、前衛的な取り組みを模索していきたく考えております。

部会長

関 岳彦
（G.A.コンサルタンツベトナム）

第一サービス部会

アフターコロナのベトナムを実感できるような対面での会員間交流を重視した部会の実施

　２０２１年度は新型コロナウィルスの影響により思うように部会会合が行えず、残念な思いをしました。２０２２年度において

は環境も一変したことから年度内に懇親会を兼ねた部会を５回開催し、いずれの回も多くの部会員の皆様にご参加頂くこと

ができました。 

　コロナ禍にあって人と会う機会が長らく制限されていた

反動もあり、多くの方と交流できる場を求める声が多かっ

たため、他部会との合同開催を意図的に増やした結果、５

回のうち４回は他部会（貿易、第一サービス、IT、金融・保

険）と合同での開催となりました。講演会のテーマも普段

関わりのないような分野にまで広がり、自ずと参加者の満

足度も高まったことから、今後も定期的に合同開催を行っ

ていく予定です。

部会長

西條 友重
（JTB-TNT）

第二サービス部会

年５回の部会・懇親会を実施し、他部会とも積極的に交流

貿易・第一・第二サービス部会合同
部会の様子（１１月２４日）

合同部会の懇親会（７月２７日）

中谷茜理さん講演の様子
（３月９日）

合同部会ゲスト講演の様子
（９月２３日）

新年会の様子（１月１３日） 建設部会との合同部会
（３月２３日）

　部会は隔月実施（計５回）し、単独開催だけでなく他部会との合同部会を積極的に開催し、毎回５０名程度の方に参加して頂

き、課題の共有や意見交換を実施しました。また、２年振りに会員企業社員交流としてのフットサル大会（１１月１２日）も２８

チームの参加を得て開催できました。３月１０日にはベトナム企業訪問を含めたダナン視察ツアーも行い、個人情報保護につ

いての理解を深めるセミナーと共に好評を博しました。

　また、恒例の労務環境調査を実施し、報告会（１２月２２

日）では部会内の職場労働環境、賃金レベルの確認、ベト

ナム労働法に関する注意点について弁護士や税理士の先

生をお招きし、活発な意見交換を行いました。増加してい

るIT部会会員企業の要望に応えるべく、年２回のゴルフコ

ンペも含めて部内外の交流を深めつつ、来年度は合同部

会も含めて積極的な活動を継続していく予定です。

部会長

阪本 憲成
（ルネサスデザインベトナム）

IT部会

部会員の直面した課題共有や部内外の交流を積極的に実施

　ポストコロナへの移行が始まった２０２２年度はオンサイトでの開催が可能となりました。ただ、より多くの方に気軽にどこ

からでも参加頂けるよう新たな試みとして、部会は基本オンラインで実施、その後レストランに集合し懇親会という形式を採

用しました。

　また、ホーチミン市部会は会員企業の分野が多岐にわ

たるため、誰にも興味深い講演テーマの選定を強く意識

しました。計６回開催しましたが、いずれもご参加頂いた

会員には好評でした。３回実施した親睦ゴルフと合わ

せ、会員間の懇親を深める場を提供できたと思ってい

ます。今後も魅力ある部会運営を図るべく理事一同励

んで参ります。

部会長

芳木 泰正
（JFEスチールベトナム）

ホーチミン市部会 

ポストコロナを考慮の上、より多くの会員が参加可能な新しい部会形式を探る

WEBでの部会開催（３月２２日） 懇親会の様子（３月２２日）

　２０２２年度は全ての部会を対面開催する事ができました。２０２１年度に部会員の交流機

会を持てなかったため、懇親会を中心に部会を開催しました。

　金融・保険部会は単体でセミナーやゴルフコンペを開催するには部会員数が少ないため、

２０２２年度は他部会とのベトナム戦略投資関連セミナーや日越外交関係樹立５０周年関連

講演会など、合同部会を３回実施しました。セミナーや講演会の後は他部会の皆様とも交

流と懇親を図ることができました。来年度は開催できなかったゴルフコンペや社会見学を

実施したいと考えています。
部会長

近藤 賢一
（三井住友海上ベトナム）

金融・保険部会 

アフターコロナで対面による部会を定期的に開催、合同部会も積極的に開催

IT ・第一・第二サービス部会との
合同部会（７月２７日）

IT部会フットサル大会（１１月１２日） IT部会ダナン視察ツアーFPT 
Complex（３月１０日）
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　昨年、新型コロナウイルスの影響で中止していた部会内の親睦活動である懇親ゴルフコンペ並びに忘年会を開催できたこと

は、部会に所属する企業の普段知り合う機会のない方々とのつながりを作る大変良い機会になったと振り返ります。部会活動に

関しても昨年はWEB会合での実施でしたが、本年度は対面式での会合をすることができ、会員の皆様のお顔を拝見・協議でき

た事も有意義でした。タントアン・リンチュン部会としては、２０４１年に迎えるタントアン輸出加工区の再構築に伴う会合を、

HEPZAを含めた関係省庁との意見交換を開始できまし

た。これはホーチミン市内の工業団地の今後の展望にもつ

ながってくるので、来年以降も継続活動として協議内容を

JCCHとも共有していきます。

　その他にも同じ工業団地に所属する台湾商工会との交流

を開始し、工業団地内の問題点や将来像の意見交換を活発

に進めることができました。２０２３年は日越外交関係樹立５

０周年の記念すべき年になりますので、当部会も積極的な

活動を行うことで更なる飛躍の年になると考えています。

部会長

石田 博行
（ジューキベトナム）

タントアン・リンチュン部会  

部会行事の再開と将来を見据えた活動の開始！！

　コロナパンデミックが落ち着き、色々な活動が復活した１年でした。ビンズン部会は定例会に加えて納涼会、ゴルフコンペ、忘年

会など多方面で積極的に活動しました。経済が復活した反面、消防規制の厳格化、外国人の労働許可が取得しにくくなるなど、

課題の声が多く寄せられた１年でもありました。特に各社様の声が大きかった労働許可について、外国企業との意見交換会にお

いて韓国や台湾企業と連携して意見を述べ、人民委員長よ

り「真面目に活動している企業の足を引っ張らないようにす

る」という意見が出るなど、一定の成果があったと感じてい

ます。

　次年度は各社様との交流をより図れるように、フットサル

大会や工場見学会、またビジネスマッチングなどの機会を増

やしていきます。

部会長

長戸 隆彦
（ベカメックス東急）

ビンズン部会

コロナから大復活の１年！

　２０２２年度ドンナイ部会は昨年度のコロナ禍からの回復を経て、より積極的な活動を展開することができました。具体的には、

４回の定例部会（９０～１００名規模）を通じ、昨今の港湾使用料や労働許可手続き上の問題など、会員企業にとって切実かつ有

益な情報の発信に努めてきました。特に工夫した点として、会員企業によるミニ見本市や専門相談窓口の開設等を行い、事業

機会や相互利益の拡大を行ってきた他、税務や会計コンサル、ベトナム政府機関などからキーパーソンを招致し、様々な観点か

らのアドバイスを頂けるような特別講演の場も設定してきま

した。

　また、政府当局との対話を通じて会員企業の課題や要望

などを伝え、日系企業にとってよりよい事業環境の確保に

つながる努力を行ってきたり、ゴルフコンペのようなイン

フォーマル活動を通じて会員同士のコミュニケーション促進

を図るなど、様々な観点から日系企業の側面支援を行って

参りました。

部会長

新田 和男
（オリンパスベトナム）

ドンナイ部会

ミニ見本市など会員企業にとって魅力ある部会コンテンツの提供に努め、会員参加意欲が向上

定例会の様子（８月１２日） ビンズン省とFDI企業の意見交換
会と賀詞交歓会（１月４日）

人民委員会にてHEPZAとの工業団
地将来についての協議（８月１１日）

部会忘年会での集合写真
（１２月２１日）

ドンナイ省人民委員会表敬訪問
（６月７日）

第3回ドンナイ部会（１２月１４日）
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　２０２２年度においては、当部会は地域部会として、ロンアン省行政機関との関係性の強化、部会員間におけるコミュニケーショ

ンの深化、情報共有体制の推進を図ることに主眼を置き、活動を進めて参りました。

　コロナの影響により３年振りの開催となった対話集会をはじめ、企業間交流会、外務局主催の集会など、多くの公式行事が開

催された他、当部会行事の懇親会への党幹部の招待、親睦

ゴルフコンペの開催など、多岐にわたる交流を通じて確実

に連携を強化することができたと思います。また、こうした

行政との交流に付随し、韓国商工会ロンアン支部との接点

の確立など、新たなネットワークの幅出しもできました。行

政との「顔が見える」信頼関係に基づき、部会員企業が益々

の発展を遂げていく事で、引き続き「More for Vietnam」

に貢献していければと思います。

部会長

井上 公志
（双日協同飼料）

ロンアン部会

ロンアン省行政との密な協働・連携を通じ、本質的な日越交流を深化させる

　２０２１年度にコロナ禍で見送った各種イベントを一気に実施する事ができました。特徴的なものを２点紹介します。１点目は他

部会との合同イベント開催です。「三部会合同ウェビナー（第一サービス、運輸、バリアブンタウ）」、「ロンアン部会との懇親ゴルフ・

合同新年会」により、横のネットワーク強化に一役買いまし

た。２点目はバリアブンタウ省ジャパンデスクとの連携によ

り、商工局主催セミナー、脱炭素ワークショップ、カカオ

ファーム見学、省政府とのラウンドテーブル、省政府幹部と

の懇親ゴルフを実施しました。

　特にラウンドテーブル、懇親ゴルフには、渡邊総領事、水嶋

会頭、トー人民委員長にご参加を賜り、JCCHと省政府との

リレーション強化につながりました。

部会長

宮村 明央
（チー・バイ・
インターナショナル・ポート）

バリアブンタウ部会

アフターコロナで再起動、イベント盛りだくさんの一年！

バリアブンタウ省人民委員会との
ラウンドテーブル（１２月１６日）

ロンアン部会との合同新年会
（１月１３日）

「Vietnamese Entrepreneurs 
Day」での集合写真（１０月１０日）

ロンアン省とロンアン部会との懇親
ゴルフコンペ＠ウト委員長のご自宅
（１１月１３日）
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❶ 貿易部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 12.4%

❷ 建設部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 10.4%

❸ 運輸部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 6.5%

❹ 第一サービス部会  •  • 10.6%

❺ 第二サービス部会  •  •  • 6.6%

❻ IT部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 8.3%

❼ 金融・保険部会  •  •  •  •  •  • 4.4%

❽ ホーチミン市部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 8.2%

❾ タントアン・リンチュン部会  •  • 4.7%

10 ビンズン部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 13.1%

11 ドンナイ部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 11.4%

12 ロンアン部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 2.0%

13 バリアブンタウ部会  •  •  •  •  •  •  •  •  • 1.6%

※いずれも２０２3年３月末時点

部会構成 在ベトナム日本商工会議所の会員数

データでみるＪＣＣＨ
ＪＣＣＨの会員数は現在１，０５２社（２０２３年３月末現在）で、これはベトナムにある３つの日本商工会議所の中で最多です。

３つの商工会議所の合計会員数は２，０１４社で、上海日本商工クラブの２，２９９社、バンコク日本商工会議所の１，６５１社と肩を並べる

大きな存在となります。

２０２２年は新型コロナウイルス感染が収束に向かい、在越邦人の生活や企業の事業活動に平穏が戻ってきました。ＪＣＣＨの活動も同様

で、様々なイベントが対面で行われるようになりました。

また、２０２３年は日越外交関係樹立５０周年であり、多種多様な記念事業が開催されています。今後、ＪＣＣＨの存在感はさらに増してい

くでしょう。
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❶ 貿易部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 12.4%

❷ 建設部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 10.4%

❸ 運輸部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 6.5%

❹ 第一サービス部会  •  • 10.6%

❺ 第二サービス部会  •  •  • 6.6%

❻ IT部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 8.3%

❼ 金融・保険部会  •  •  •  •  •  • 4.4%

❽ ホーチミン市部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 8.2%

❾ タントアン・リンチュン部会  •  • 4.7%

10 ビンズン部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 13.1%

11 ドンナイ部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 11.4%

12 ロンアン部会  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  • 2.0%

13 バリアブンタウ部会  •  •  •  •  •  •  •  •  • 1.6%

※いずれも２０２3年３月末時点
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JCCHニュースフラッシュ 今年度もＪＣＣＨの活動を各種外部メディアで

掲載いただきました。

その一部をご紹介いたします。

時事通信1

ACCESS2

▲ ライビエン社が発行する「月刊ACCESS」６月号に、２０２２年４月２２
日に開催された「ホーチミン日本商工会議所（JCCH）第２９回定期総
会」について掲載されました。

▲ ２０２３年２月号
１月６日に開催された「JCCH２０２３年チャリティー新年会～日越外交
関係樹立５０周年記念～」について掲載されました。

国営放送ベトナムテレビVTV3

▲ ２０２２年９月１日（木）付
８月２３日に開催された「ロンアン省日系企業投資促進＆対話会合」に
ついて報道されました。

NNA4

▲ ２０２２年４月２５日（月）付
２０２２年度水嶋会頭の就任について報道されました。

２０２２年６月２７日（月）付
「事業活動の現状と今
後の見通しに関する調
査結果」について報道
されました。 
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インベストアジア5

▲ サフェックストレーディング社が発行する「インベストアジア」Vol.１４にて、
在ベトナムの日本商工会議所について紹介されました。JCCH水嶋会頭を
はじめ、各委員長からのメッセージが掲載されました。

ドンナイ省ラジオ・
     テレビ局DNRTV7

▲ ２０２２年１１月４日（金）付
ドンナイ省で開催された「日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会」につい
て報道されました。

ベトナムスケッチ8

▲ ２０２２年４月号
「バラ社会福祉施設への支援物資を寄贈」、「ベトナム治安情勢と出
入国規制についての生活セミナーの開催」について掲載されました。

▲ ２０２２年１２月号
「ふらっとJCCH＆新規入会企業との交流会」、「ベトナム労働法セミ
ナー（基礎編）」の開催について掲載されました。

▲ ２０２２年５月号
「生活環境最新動向セミナー」、「日本語を学ぶ高校生との交流会」の
開催について掲載されました。

週刊Vetter6

▲ ２０２２年１２月２８日（水）付
「JCCH懇親ゴルフ大会２０２２」開催の様子が掲載されました。
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事務局主要活動実績表
2022年4月

1日（金）

5日（火）

12日（火）
 

13日（水）

15日（金）

18日（月）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

ドンナイ省税関局との面談

日越外交関係樹立５０周年準備委員会事務局全体会合

ドンナイ省税務局との面談

ホーチミン市ホクモン県クチ郡への投資誘致会合

日本人学校入学式

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

サイゴンセンタージャパンフェスティバルオープニングイベント

２０２１年度・２０２２年度合同執行役員会

２０２２年度定期総会

第１回理事会

ホーチミン市人文社会科学大学との面談

ヴィンロン省労働局副局長来訪

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第１回会合

同局

WEB開催

同局

ホーチミン市会議場

同校

WEB開催

サイゴンセンター

パレスホテル

リベリーサイゴン

リベリーサイゴン

JCCH

JCCH

WEB開催

2022年5月
4日（水）

5日（木）

9日（月）

10日（火）
 

11日（水）

12日（木）

 

13日（金）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）
 

20日（金）

23日（月）

 

 

24日（火）

 

25日（水）

 

 

26日（木）
 

27日（金）
 

30日（月）

31日（火）

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局全体会合

JCCI長岡会頭との意見交換会

ベトナム日本人材開発インスティテュート経営塾第１７期開講式

ホーチミン市建設・建材協会と建設部会理事とのミーティング

企業交流委員会

日本人学校運営委員会

ドンナイ税関局との面談

エーザイベトナム開所式

企業交流委員会・スポーツ文化委員会分科会

ドンナイ省ビジネスマッチング会打ち合わせ

第１回執行役員会

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

岸田総理訪越成果報告会

第１回部会長会

第２回理事会

ホーチミン市人民委員会とのFDI会合

社会貢献委員会

スポーツ・文化委員会

貿易部会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局全体会合

広報委員会

運輸部会

タントアン・リンチュン部会

UNDP（国連開発計画）ビジネスと人権プロジェクトに関する説明会

経済産業省との投資協定セミナー打ち合わせ

金融・保険部会

ホーチミン市部会

建設部会

IT部会

J会合

ビンズン部会

第二サービス部会

ロンアン省人民委員会表敬訪問

大使館＋WEB開催

JCCH

VJCC

SACA-SECOIN

JCCH

JCCH

同局

同社＠ホーチミン市

WEB開催

JCCH

JCCH

JCCI＋WEB開催

WEB開催

JCCH

パレスホテル

レックスホテル

損保ジャパン

サスケ

WEB開催＋和伊の介

大使館+WEB開催

JCCH

WEB開催＋えびす

TTC

WEB開催

WEB開催

パレスホテル

WEB開催+いろは

サイゴンホテル

STIX

総領事館

WEB開催

VIET VILLAGE

同人民委員会
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2022年7月
ITPCとのラウンドテーブルキックオフミーティング

日越共同イニシアティブ中間評価会合

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

スポーツ・文化委員会

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

労務委員会

ASEAN日本人商工会議所連合会（FJCCIA）事務局長会議

第３回執行役員会

東急ディベロップメント社記者発表

第２回部会長会

第4回理事会

企業交流委員会

社会貢献委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

組織・規約委員会

運輸部会

IT・第一サービス・第二サービス・金融・保険部会 合同部会

貿易部会

タントアン・リンチュン部会

在ベトナム日系企業向けの投資協定に関する説明会

ホーチミン市部会

建設部会

ITPC

計画投資省＠ハノイ

WEB開催

サスケ

JCCI+WEB開催

JCCH＋WEB開催

WEB開催

JCCH

シェラトンホテル

JCCH

パレスホテル

JCCH

SMBC

WEB開催

JCCH

WEB開催＋えびす

PIZZA 4P'S

WEB開催＋炉端ダイニングあん

TTC

WEB開催

WEB開催＋PIZZA LOGIC

サイゴンホテル

1日（金）

5日（火）

6日（水）

12日（火）

13日（水）
 

14日（木）

18日（月）

20日（水）

21日（木）
 

22日（金）

26日（火）
 

 

27日（水）

 

 

28日（木）

2022年6月
労務委員会

税務・通関委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

バリアブンタウ省人民委員会表敬訪問

ビンズン省人民委員会表敬訪問

バリアブンタウ部会

２０２２年度新年度会 兼 新規赴任者交流会

ドンナイ省人民委員会表敬訪問

渡邊総領事とJCCH部会長との夕食懇談会

ドンナイ省、経済産業局等とのビジネスマッチング会打ち合わせ

ドンナイ省税関局とのFDI会合

日本人学校ホーチミン祭

第2回執行役員会

生活環境委員会

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

第３回理事会

ロンアン部会

メコンデルタ流域投資促進会議

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第２回会合

社会貢献委員会

運輸部会・第一サービス部会・バリアブンタウ部会 合同ウェビナー

渡邊総領事とJCCH執行役員との夕食懇親会

ドンナイ部会

JCCH日越５０周年事業特別委員会

JCCH

アオヤマ

WEB開催

同人民委員会

同人民委員会

JCCH＋居酒屋 勝

ホテルニッコーサイゴン

同人民委員会

総領事公邸

WEB開催

同局

同校

JCCH

JCCH

JCCI＋WEB開催

パレスホテル

JCCH

カントー市

大使館＋WEB開催

損保ジャパン

WEB開催

総領事公邸

YUCHU

JCCH

1日（水）

 

2日（木）

3日（金）
 

6日（月）

7日（火）

9日（木）

10日（金）

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

20日（月）

21日（火）

 

23日（木）

24日（金）

27日（月）

29日（水）
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7日（水）

 

8日（木）

9日（金）
 

12日（月）

14日（水）
 

15日（木）
 

 

19日（月）

20日（火）

 

21日（水）
 

22日（木）

23日（金）

26日（月）

28日（水）
 

29日（木）
 

30日（金）

労務委員会

日本人学校運営委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

草の根文化無償プロジェクト完成式

生活環境委員会「生活セミナー～新規赴任者・ご家族向け」

荒川ケミカルベトナム竣工式

ベトナムCEOクラブとの夕食懇親会

第４回執行役員会

AMCHAM（在越アメリカ商工会議所）との夕食懇談会

ベトナムオンライン視察会

ITPC・VIAC主催「Investment Support Forum and Review Conference 

of Investment Promotion Series ２０２２」

第３回部会長会

第５回理事会

スポーツ・文化委員会

JCCH日越５０周年事業特別委員会

社会貢献委員会

運輸部会

ロンアン部会

タントアン・リンチュン部会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第４回会合

貿易・第一サービス・第二サービス部会 合同部会

企業交流委員会

IT・金融・保険部会 合同部会

ホーチミン市部会

建設部会

ドンナイ部会

関西エナジーソリューションズ開所式

JCCH＋WEB開催

JCCH

WEB開催

ホーチミン市情報技術大学

WEB開催

同社＠バリアブンタウ省

リベリーサイゴン

JCCH

総領事公邸

WEB開催

グランドホテル

JCCH

パレスホテル

サスケ

JCCH

サッポロベトナム

えびす

サッポロベトナム・ロンアン工場

TTC

大使館＋WEB開催

BELGO BELGIAN CRAFT BEER & GASTROPUB

JCCH

ニューワールドサイゴンホテル

WEB開催＋BERLIN

サイゴンホテル

THE ADORA DYNASTY

ロッテホテルサイゴン

2022年9月

2022年8月
3日（水）

4日（木）
 

6日（土）

8日（月）

9日（火）
 

10日（水）

11日（木）

12日（金）

15日（月）

16日（火）

19日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

26日（金）

31日（水）

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

スポーツ・文化委員会分科会

JCCH日越５０周年特別委員会

アジア域内日本人会事務局長会議

事業環境委員会

社会保険庁（VSS）国際協力局との会議

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第３回会合

FJCCIAアセアン事務総長との対話会合

HCMC工業団地・輸出加工区の発展計画に関する意見聴取会合

ビンズン部会セミナー・納涼会

カネカメディカルベトナム第３期増設竣工式

シャープマニュファクチャリングベトナム開所式

広報委員会

輸出支援プラットフォーム立ち上げ式

J会合

ロンアン省投資誘致・対話会合

IT部会情報交換＆交流会

バリアブンタウ部会

ホーチミン市の各業界団体（協会）・企業との対話会合

WEB開催

JCCH

JCCH

WEB開催

WEB開催

JCCH

大使館＋WEB開催

WEB開催

ホーチミン市人民委員会

十五夜迎賓館

同社＠ビンズン省

同社＠ビンズン省

JCCH

ホテルニッコーサイゴン

総領事館

同省人民委員会

APSC

レストラン雪

ホーチミン市会議場
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2日（水）

3日（木）

4日（金）

8日（火）

9日（水）
 

10日（木）

14日（月）

 

15日（火）

16日（水）
 

17日（木）

21日（月）

22日（火）
 

23日（水）

24日（木）
 

25日（金）
 

29日（火）

30日（水）

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

日系企業とベトナム企業とのビジネスマッチング会

社会貢献委員会・日本語チーム交流会

広報委員会

JCCH日越５０周年事業特別委員会

日本人学校運営委員会

スポーツ・文化委員会

ビンズン省と日本企業の交流会

大塚製薬ベトナム竣工式

第６回執行役員会

第２回税制セミナー

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

プレラウンドテーブル（生活環境、労務・法務）

組織・規約委員会

第４回部会長会

第７回理事会

SEIKO PMC VIETNAM CO., LTD.竣工式

プレラウンドテーブル（税務、通関）

山田大使との昼食懇談会

社会貢献委員会

運輸部会

タントアン・リンチュン部会

建設部会・SACAとのビジネスマッチング

貿易・第一サービス・第二サービス部会 合同部会

日本語スピーチコンテスト

バリアブンタウ部会

近畿経済産業局・ドンナイ省事業総括イベント

ホーチミン市とのラウンドテーブル

IT部会

ホーチミン市部会

WEB開催

THE MIRA CENTRAL PARK HOTEL＠ドンナイ省

ヴァンランサイゴン短期大学

JCCH

JCCH

JCCH

サスケ

同省

同社＠ドンナイ省

JCCH

WEB開催

JCCI＋WEB開催

ITPC

JCCH

JCCH

パレスホテル

同社＠バリアブンタウ省

ITPC

総領事公邸

損保ジャパン

えびす

TTC

メトロポール

ホテルニッコーサイゴン

マリーキュリー高校

THI VAI INTERNATIONAL PORT＋ ASAHI SUSHI PHU MY

ドンナイ省

レックスホテル

VIET PHO

WEB開催＋YUCHU

2022年11月

2日（日）

4日（火）
 

5日（水）

 

8日（土）

10日（月）

11日（火）

12日（水）

17日（月）
 

18日（火）

19日（水）
 

20日（木）

21日（金）

22日（土）

25日（火）
 

26日（水）

28日（金）

30日（日）

31日（月）

日本人学校運動会

組織・規約委員会

ふらっとJCCH 兼 新規入会企業交流会

ベトナム労働法セミナー「基礎編」

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

台湾商工会議所との会合

ASEAN日本人商工会議所連合会（FJCCIA）事務局長会議

台湾国慶節２０２２

社会保険機構主催

「在ベトナム日系企業との社会保険健康保険政策実施に関する対話会」

日台ベトナム進出セミナー

第５回執行役員会

BritCham（在越イギリス商工会議所）との懇親会

カオタン技術短期大学キャンパス説明・視察会

ホーチミン市友好連合会・日越友好会主催イベント

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

第６回理事会

バリアブンタウ省幹部との夕食懇談会

社会貢献委員会・社会福祉施設訪問

第１回税制セミナー

社会貢献委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第５回会合

ビンズン部会

JCCHチャリティー・スポーツ大会

J会合

同校

JCCH

PIZZA 4P'S

パレスホテル＋WEB開催

WEB開催

JCCH

バンコク

ホテルニッコーサイゴン

パレスホテル＠バリアブンタウ省

ロッテホテルサイゴン

JCCH

SAKE CENTRAL SAIGON

同大学

FRIENDSHIP TOWER

JCCI＋WEB開催

パレスホテル

総領事公邸

9区児童養護施設

WEB開催

損保ジャパン

大使館＋WEB開催

VSIP1

日本人学校

総領事館

2022年10月
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5日（木）
 

 

6日（金）
 

11日（水）

12日（木）
 

 

13日（金）
 

16日（月）

17日（火）
 

18日（水）

ビンズン省人民委員会とFDI企業との会合

組織・規約委員会

JCCH日越５０周年事業特別委員会

KOCHAM（在越韓国商工会議所）会長就任式

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

２０２３年チャリティー新年会

日越共同イニシアティブ担当定例委員会

広報委員会・新年会

日本人学校運営委員会

VJCC経営塾修了式

ホーチミンストリートチルドレン友の会への支援活動

企業交流委員会

生活環境委員会第２回生活セミナー

運輸部会・新年会

ロンアン部会

バリアブンタウ部会・ロンアン部会合同新年会

ホーチミンストリートチルドレン友の会への支援活動

第８回執行役員会

社会貢献委員会

第４回税制セミナー

第５回部会長会

第９回理事会

BCEC

JCCH

JCCH

ニューワールドサイゴンホテル

WEB開催

ホテルニッコーサイゴン

WEB開催

JCCH＋えびす

JCCH

VJCC

BINH ANセンター

サイゴンセンター

WEB開催

ホテルニッコーサイゴン

JCCH

レストラン雪

BINH TRIEUセンター

JCCH

損保ジャパン

WEB開催

JCCH

ロイヤルホテルサイゴン

2023年1月

1日（木）
 

4日（日）

7日（水）

 

9日（金）

12日（月）

13日（火）
 

 

14日（水）
 

15日（木）

16日（金）

17日（土）

19日（月）
 

20日（火）

21日（水）
 

22日（木）

23日（金）

26日（月）

組織・規約委員会

スポーツ・文化委員会

JCCH懇親ゴルフ大会２０２２

金融・保険部会・忘年会

労務委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

ビンズン部会・忘年会

第７回執行役員会

韓国総領事との夕食懇親会

ホーチミン市ビジネス協会（HUBA)会合

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第６回会合

第３回税制セミナー

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

ドンナイ部会・親睦忘年会

第８回理事会

バリアブンタウ省人民委員会とのラウンドテーブル

ASEAN日本人商工会議所連合会（FJCCIA）事務局長会議

ロンアン部会

JCCI忘年会－日越友好ソング表彰式

社会貢献委員会

第３回KOSENプログラム導入による産業人材育成についての産官学意見交換会

タントアン・リンチュン部会忘年会

IT部会賃金調査アンケート公表会

カオタンニッポンジョブフェア２０２２

スポーツ・文化委員会

JCCH

JCCH

タンソンニャットゴルフ場

SAIGON GRILL ROOFTOP

JCCH

WEB開催

FAIRFIELD BY MARRIOT

JCCH

韓国総領事公邸

ホーチミン市会議場

大使館＋WEB開催

WEB開催

JCCI＋WEB開催

THE ADORA DYNASTY

JCCH

同省人民委員会

マニラ＋WEB開催

JCCH

HANOI DAEWOO HOTEL

損保ジャパン

カオタン技術短期大学

M GARDEN

THINK SPACE

カオタン技術短期大学

JCCH＋B3

2022年12月
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2023年3月

1日（水）

 

2日（木）

3日（金）

4日（土）

6日（月）

7日（火）

8日（水）
 

9日（木）
 

10日（金）

 

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）
 

16日（木）
 

17日（金）

21日（火）

22日（水）

 

23日（木）
 

25日（土）

JCCH日越５０周年事業特別委員会

組織・規約委員会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

事業環境委員会主催ハノイ・タインホアへの視察団

事業環境委員会主催ハノイ・タインホアへの視察団

レホンフォン高校にほんご交流会

経団連訪越ミッションレセプション

日越共同イニシアティブ最終評価会合・日越５０周年記念ハイレベル経済セミナー

貿易部会

ホーチミン市外務局とのイルミネーション事業打ち合わせ

IT・金融保険・第一サービス・第二サービス部会 合同部会

日本人学校卒業証書授与式

IT部会視察ツアー

川崎市産業振興財団訪越団受入

ビンズン部会期末会

志の輔落語inホーチミン

第１０回執行役員会

ふらっとJCCH兼新規入会企業交流会

企業交流委員会・スポーツ文化委員会交流会

JCCH５０周年記念事業イルミネーション点灯式

第６回部会長会

第１１回理事会

広報委員会

社会貢献委員会

ホーチミン市部会

ドンナイ部会

タントアン・リンチュン部会・ワインセミナー

建設・運輸部会 合同部会

第２回労務委員会セミナー

ASEAN日本人商工会議所連合会(FJCCIA)事務局長会議

JCCH

JCCH

WEB開催

ハノイ・タインホア

ハノイ・タインホア

同校

LE TABLE HANOIA＠ハノイ市

ハノイ国際コンベンションセンター

ホテルニッコーサイゴン

IDECAF

ニューワールドサイゴンホテル

同校

ダナン市

JCCH

十五夜迎賓館

ロッテホテルサイゴン

JCCH

PIZZA 4P'S

BABA'S KITCHEN

BACH DANG公園

JCCH

パレスホテル

JCCH

DOMPERI

WEB開催＋3B

THE ADORA DYNASTY

SSMC

メトロポール

パレスホテル

プノンペン

2023年2月

1日（水）

 

 

2日（木）

 

3日（金）

8日（水）

9日（木）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）
 

17日（金）
 

19日（日）

20日（月）

21日（火）
 

22日（水）

23日（木）
 

24日（金）
 

 

25日（土）
 

27日（月）

タントアン・リンチュン部会

ホーチミン市部会

日越外交関係樹立５０周年実行委員会事務局定例会議

組織・規約委員会

IT部会

建設部会

５０周年事務局会合

天皇陛下誕生日祝賀レセプション

日越外交関係樹立５０周年実行委員会第８回会合

第９回執行役員会

スポーツ・文化委員会

日越共同イニシアティブ担当委員会定例会

Kocham・台湾商工会との夕食懇談会

第１０回理事会

ビンズン部会・セミナー

日本メコン地域経済委員会（日商・東商）主催ベトナム経済ミッションとの夕食懇談会

社会貢献委員会・海岸清掃プロジェクト

沖縄県経済視察団受入

社会貢献委員会

第５回税制セミナー

日本人学校運営委員会

ロンアン省とのFDI会合

ロッテベトナム開所式

ジャパンベトナムフェスティバルレセプション

ホーチミン市人民委員会主催日系企業との意見交換・セミナー

バリアブンタウ部会

新潟経済同友会視察団受入

外務副大臣との懇談

ジャパンベトナムフェスティバル（日越友好平和ぼんおどり大会、スポーツ体験ゾーン）

ロンアン部会

TTC

WEB開催＋DALCHEENI HCMC

WEB開催

JCCH

QUE NHA

メトロポール

WEB開催

ホテルニッコーサイゴン

大使館＋WEB開催

JCCH

JCCH

JCCI＋WEB開催

総領事公邸

パレスホテル

VSIP1

ニューワールドサイゴンホテル

バリアブンタウ省

JCCH

サッポロベトナム

WEB開催

JCCH

ロンアン省会議場

同社＠ミーフック工業団地

ホテルニッコーサイゴン

ホーチミン市人民委員会

フーミー3事務所＋ビノンカカオパーク

ロッテホテルサイゴン

総領事公邸

9月23日公園

JCCH＋一笑一升
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役員・委員一覧（2023年3月時点）

委員会名 委員長 副委員長 委員

（順不同）

小野瀬 貴久
（EYベトナム）

中川 幹久
（長島・大野・常松法律事務所）事業環境委員会

荒井 泰資 （ベトナム日本製鉄）
山崎 浩司   （丸紅ベトナム）
下山 彰宏   （双日ベトナム）
佐藤 雄一  （みずほ銀行）
笠島 信幸  （JETROホーチミン事務所）
小川 めぐみ  （在ホーチミン日本国総領事館）

荒井 泰資 
（ベトナム日本製鉄）

中川 幹久
（長島・大野・常松法律事務所）労務委員会

渡邉 豊 （TOWA INDUSTRIAL VIETNAM）
小野瀬 貴久 （EYベトナム）
大矢 和秀 （西村あさひ法律事務所）
三木 康史 （アンダーソン・毛利・友常法律事務所）
井田 浩司  （JETROホーチミン事務所）
坂野 慎後 （富士フィルムビジネスイノベーションベトナム）
岸野 保彦（～2022年8月）  （トンボベトナム）
宮浜 健一（2022年9月～）  （エスファイブサイゴン）　
児玉 圭太  （VIETNAM RARE ELEMENTS CHEMICAL）
井上 公志  （双日協同飼料）
福田 聡志 （きらぼしビジネスコンサルティング）
海老名 秀樹 （高圧ガス工業ベトナム）
有光 将人 （ベトナム日本製鉄）
吉田 直文 （ベトナムNOK）

小野瀬 貴久
（EYベトナム）

渡邉 洋平
（ドラゴンロジスティクス）

税務・通関
委員会

高田 真 （エスコンサルティングベトナム）
鶴田 明久 （AGS ACCOUNTING）
牧村 一輝 （KPMG）
高野 宏太 （EYベトナム）
仁科 仁 （GRANT THORNTON VIETNAM）
小山 誠祐 （PwCベトナム）
高橋 正明 （郵船ロジスティクスベトナム　ホーチミン支店）
廣田 弘毅 （山九ベトナム）
阿部 浩明 （JETROホーチミン事務所）

生活環境
委員会

山崎 浩司
（丸紅ベトナム）

井上 玄
（２０２２年１０月～副委員長）

（ホテルニッコーサイゴン）

高木 陽平 （在ホーチミン日本国総領事館）
須田 百合子 （ホテルニッコーサイゴン）
山西 敢 （JTB-TNT）
本多 智恵 （ロジテムベトナム）
豊川 猶勝 （ウェルビーベトナム）
町田 花菜子 （丸紅ベトナム）

会頭

副会頭

監事
事務局長

水嶋 恒三 （双日ベトナム）
比良井 慎司（～２０２２年６月） （JETROホーチミン事務所）
松本 暢之（２０２２年７月～） （JETROホーチミン事務所）
荒井 泰資 （ベトナム日本製鉄）
古澤 康之 （イオンベトナム）
中川 幹久 （長島・大野・常松法律事務所）
小野瀬 貴久 （EYベトナム）
和田 正明 （みずほ銀行）

小浜 光 （大阪商工会議所）
鈴木 智和 （三井住友銀行）
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（順不同）

委員会名 委員長

宮崎 史悠  （サッポロベトナム）
前田 瞳美 （ALSOKベトナムセキュリティサービス）
Tran Manh Hung （マイナビホーチミン駐在員事務所）
Le Thi Minh Vy （相鉄グループ）
福元 彩 （ユナイテッドインシュランスカンパニーオブベトナム）
グエン リナ （ユナイテッドインシュランスカンパニーオブベトナム）
中田 陽佑（～２０２２年１２月） （プラマテルズベトナム）
鈴木 智和 （三井住友銀行）
Nguyen Thi Thanh Tuyen 　　（三井住友銀行）
小穴 健悟 （三井住友銀行）
中野 祐一 （パーソルベトナム）
松谷 亮（２０２２年１０月～） （弁護士法人One Asiaベトナムオフィス）
サニージョー（～２０２２年１２月） （ロッテホテルサイゴン）
Nguyen Thi Thanh Phi（２０２２年１１月～１２月）　　（ロッテホテルサイゴン）
中野 京子（２０２３年１月～） （ロッテホテルサイゴン）
白石 英之 （在ホーチミン日本国総領事館）
村上 拡介 （BDOコンサルティングベトナム）
和田 健一郎 （インターフード）
赤木 友架理 （国際交流基金ベトナム日本文化交流センター）

社会貢献
委員会

水野 善之
（損害保険ジャパン）

臼井 勝彦
（サッポロベトナム）

昆野 諒介 （EYベトナム）
小野 未来（２０２３年１月～） （EYベトナム）
中村 伸 （三菱UFJ銀行）　
中島 彰 （三菱UFJ銀行）
檜垣 柚 （AABベトナム）
吉川 千尋 （双日ベトナム）
堀江 勇輝 （東京海上ベトナム）
升本 草原 （セコムベトナムセキュリティサービス）
岩崎 鉄平 （セコムベトナムセキュリティサービス）
木戸 将紀 （伊藤忠丸紅鉄鋼ベトナム）
若原 康将 （三井物産ベトナム）
山口 晋平 （キユーピーベトナム）
小嶋 輝久 （ビナキョーエイスチール）
成瀬 博和 （ビナキョーエイスチール）
宮浜 健一（２０２３年１月～） （エスファイブサイゴン）
新井 咲里（２０２３年１月～） （日本ベトナム肥料）
光田 佳史（２０２３年２月～） （日鉄物産ベトナム）

スポーツ・文化
委員会

福西 英和
（ビナキョーエイスチール）

小野瀬 貴久
（EYベトナム）

豊嶋 俊彦 （ホーチミン日本人学校校長）
渡邉 美絵 （ホーチミン日本人学校 PTA会長）
下山 彰宏 （双日ベトナム）
岩永 剛 （ベトナム三菱商事）
村上 也寸志（～２０２２年１１月） （みずほ銀行）
杉山 公則（２０２２年１２月～） （みずほ銀行）
小林 功典 （安藤・間 ホーチミン駐在員事務所）

日本人学校運営
委員会

安江 崇（～２０２３年１月）
（ベカメックス東急バス）

水嶋 恒三（２０２３年２月～）
（双日ベトナム）

平田 周二
（東急ディベロップメント）

比良井 慎司（～２０２２年６月） （JETROホーチミン事務所）
松本 暢之（２０２２年７月～） （JETROホーチミン事務所）
平田 周二 （ベカメックス東急）
平田 智有 （ゼンショーベトナム）
加賀本 崇至 （三菱地所ベトナム）
藤田 普方 （大塚テクノベトナム）
佐藤 実 （サッポロベトナム）
岩本 英久 （東京海上ベトナム）
大川 裕己 （東京海上ベトナム）
宮本 昌 （サフェックストレーディング）
野田 恵里子 （サフェックストレーディング）
河内 綾夏 （コニカミノルタビジネスソリューションズベトナム）

企業交流
委員会

池田 重之
（ベトナム三菱商事）

工藤 拓人
（キャストグローバルベトナム）

副委員長 委員
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（順不同）

広報委員会

藤島 洋
（ALSOKベトナムセキュリティサービス）

大木 直伸
（ベトナム住友商事）

金山 純
（三谷産業 ホーチミン駐在員事務所）

渡辺 あきえ （弘亜社ベトナム）
櫻井 岳幸 （バイタリフィ・アジア）
福田 賀優 （オロ・ベトナム）　　　　　
白石 英之 （在ホーチミン日本国総領事館）
坂本 隆太 （サクラエコロジー）
丸山 誠史 （ALSOKベトナムセキュリティサービス）
黒田 駿介 （全日本空輸）
山下 葵 （バイタリフィ・アジア）
野田 恵里子（２０２３年３月～） （サフェックストレーディング）

組織・規約
委員会

岡田 英之（２０２２年１０月～副委員長）
（TMI総合法律事務所）

荒井 泰資（２０２３年３月～）
（ベトナム日本製鉄）

春本 洋一 （双日ベトナム）
水上 貴博（２０２２年１２月～）　（第一生命ベトナム）

和田 正明
（みずほ銀行）

日越外交関係樹立
５０周年記念事業
（特別）委員会

白石 英之 （在ホーチミン日本国総領事館）
増田 親弘 （独立行政法人国際協力機構）
森川 健（～２０２２年６月）　（日本航空）
宮城 孝浩（２０２２年７月～）　（日本航空）
平櫛 開三 （AABベトナム）
粟野 悟（～２０２２年８月）　（セコムベトナムセキュリティサービス）
阪本 強（２０２２年９月～）　（セコムベトナムセキュリティサービス）
南 景美 （イオンベトナム）
坪田 裕也（２０２２年１１月～）　（東京海上ベトナム）
Nguyen Phuong Nhi（２０２２年１１月～） （ジャパンベトナムライブストック）

古澤 康之
（イオンベトナム）

委員会名 委員長 副委員長 委員
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（順不同）

理事
定数 部会長 副部会長 理事

部会理事一覧（2023年3月時点）

商工部会

山本 隆一
（豊田通商ベトナム）

山本 亮太
（リコーベトナム）

篠宮 大 （日鉄物産ベトナム）
大木 直伸 （ベトナム住友商事）
中田 陽佑（～２０２２年１２月）　（プラマテルズベトナム）
岡本 行生（２０２３年１月～）　（ベトナムJFE商事会社）

5貿易部会

小林 貴一郎
（ユーピーアールベトナム）

登 憲一郎
（日立物流ベトナム） 八瀬尾 大輔 （ケイラインベトナム）3運輸部会

関 岳彦
（G.A.コンサルタンツベトナム）

工藤 拓人
（キャストグローバルベトナム）

北山 陽介 （朝日エティックホーチミン駐在員事務所）
野田 恵里子 （サフェックストレーディング）4第一サービス部会

西條 友重
（JTB-TNT）

井上 玄
（ホテルニッコーサイゴン） 渡部 幸英 （ダイビルサイゴンタワー）3第二サービス部会

阪本 憲成
（ルネサスデザインベトナム）

長谷川 聖修
（CMエンジニアリングベトナム） グェンタントン （システムエグゼベトナム）3IT部会

近藤 賢一
（三井住友海上ベトナム）

梶浦 賢治（～２０２２年６月）
（三菱UFJ銀行）

小島 正夫（２０２２年６月～）
（三菱UFJ銀行）

吉川 毅（～２０２２年６月）
（ジャックスインターナショナルベトナムファイナンス）

石川 典正（２０２２年６月～２０２２年１２月）
（トヨタファイナンシャルサービスベトナム）

谷口 昇（２０２３年１月～）
（ジャックスインターナショナルベトナムファイナンス）

3金融・保険部会

芳木 泰正
（JFEスチールベトナム）

西隈 隆
（三菱電機ベトナム）

武村 先 （出光興産ホーチミン鉱業所）
坂野 慎後
（富士フイルムビジネスイノベーションベトナム）

4ホーチミン市部会

石田 博行
（ジューキベトナム）

青山 光延
（古河オートモーティブパーツ） 望月 大輔 （日星電気ベトナム）3タントアン・リンチュン

部会 

長戸 隆彦
（ベカメックス東急）

岸野 保彦
（トンボベトナム）

白子 修 （トーモクベトナム） 
宮浜 健一 （エスファイブサイゴン） 
永田 勝則 （シャープ マニュファクチャリングベトナム）

5ビンズン部会

新田 和男
（オリンパスベトナム）

福島 康夫
（クレハベトナム）

金山 純 （三谷産業ホーチミン駐在事務所）
海老名 秀樹 （高圧ガス工業ベトナム）
片山 英治 （J-SPIRAL STEEL PIPE）

5ドンナイ部会

井上 公志
（双日協同飼料会社）

三上 泰史
（コガネイベトナム）2ロンアン部会

宮村 明央
（チーバイインターナショナルポート）

青山 芳朗
（双日大阪ガスエネルギー）2バリアブンタウ部会

佐々木 亨
（清水建設）

渡辺 雄一
（ベトナム関電工）4建設部会 綱川 登志雄 （ソーウェルベトナム）

平原 直征 （岡三リビックべトナム）
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ホーチミン日本商工会議所

住　　所 ：  1407 Sun Wah Tower, 115 Nguyen Hue,

   Dist. 1, HCMC, Vietnam

電　　話 ：  （84） 028-3821-9369

ファックス ：  （84） 028-3821-9370

業務時間 ：  月曜日 ～ 金曜日　8:30 〜 12:00, 13:30 〜17:00

休　　日 ：  土曜日、日曜日、ベトナム国の定める祝日、12 月29日 ～ 1 月3 日

E-mail ：  info@jcchvn.org（日本語、英語、ベトナム語可）

Website ：  https://jcchvn.org/

FaceBook ：  https://www.facebook.com/

   JCCH.ORG/
JCCHフェイスブックJCCHホームページ
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Tòa Nhà Sunwah Tower

市民劇場

ホーチミン日本商工会議所（JCCH）
サンワタワー

ホーチミン市人民委員会
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